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が
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>ŝ̂nv

§
flît
 
唸考 
f 
^
 
kr
§
J«>.
 
rilfrfe
 

i
F
s
i
*
/
i 

 ̂

p̂
f 

.̂v̂
/
 

rê
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最
近
十
年
問
に
於
け
る
ァ
メ
.
9

ヵ
の
勞
働
階
級
運
動 

一

四
.六

2

六
五
|ー〕 

る
に
も
枸
ら
ず
、
極
端
な
る
勢
カ
を
勞
働
者
の
上
に
挪
ひ
.、
.彼
等
を
悲
慘
な
る
狀
態
.に
陷
れ
て
居
た
。
然
る
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戰
雜
は
製 

_
業
.の
31
1
:要
.性
を
增
加
し
.̂

業
の
休
企
は
國
家
の
'危
機
を
胎
む
が
故
忙
、
所
謂
擧
國
一
致
.

Q.

脇
宛
が『

ア
メ
リ
ヵ
勞
働
聯
合』

：Am
e
­

rican Federation of L
a
b
o
r
)

と
の
間
に
締
結
せ
ら
れ
た
。
併
し
乍
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戰
爭
は
勞
働
容
が
園
結
す
る
絕
好
の
機
會
を
齎
し 

た
。

一•九
一
八
S

ハ
月
以
來
製
鋼
業
に
於
て
こ
の
氣
運
が
現
れ
、
八
月
に
至
り
て
勞
働
組
合
の
全
國
娄
員
#
が
組
織
せ
ら
れ
、
勞
働
# 

_
の
際
に
相
瓦
に
北
ハ
カ
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
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一
方
に
於
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同
鐵
鋼
親
勞
働
翁
組
合i
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a
l
g
a
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a
t
e
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Association 

of 

Iron, 

Steel, 

a
nd 

T
i
n w

o
r
k
e
r
s
)

は

『

合
衆
國
製
鋼
會
社』

に
對
し
て
事
業
主
と
勞
.働
者
と
の
ー
致
團
結
を
要
求
し
た
。
#
赃
は
こ
の
要 

求
を
拒
絕
し
、
積
極
的
に
飢
合
員
を
腮
迫
し
た
0
典
處
で
組
合
は
全
國
娄
員
會
に
援
助
を
求
め
た
.が
、
滿
足
な
る
解
決
を
得
る
こ
と
が 
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來
な
い
で
、
遂
に
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月
ニ
十
二
日
に
至
り
ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
し
、
三
十
六
萬
五
千
の
勞
働
容
が
こ
れ
に
參
加
し
た
。
此
製
鋼
勞
働
者 

の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
對
し
て
、
邀
金
を
提
佻
し
て
援
助
を
な
し
た
る
組
合
も
若
千
あ
つ
た
が『
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メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

は
殆
ん
ど

何
等
な 

す
と
こ
ろ
な
く
、
又
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合
同
鑛
山
勞
働
背
組
合』
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m
e
r
i
c
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)

.は
努
め
て
製
鋼
勞
働
容
と
提
携
す
る
こ 

と
を
囘
避
し
た
。
其
一
方
に
於
て
琪
業
主
は
多
數
の
ス
ト
ラ
イ
キ
破
壤
者
を
利
用
し
、
大
統
領
ウ
ィ
ル
ス
ン
も
勿
論
#
社
侧
に
味
方
し 

た
る
結
报
、
勞
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
売
全
に
失
敗
に
終
つ
た
。(

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
就
て
は
拙
稿「

ヨ
ー
口
ッ
パ
戰
#
と
了 
メ
リ
力 

勞
働
階
級」

三
田
學
龠
雜
誌
、
第
二
十
六
卷
第
五
號
參
照>

此
製
銀
勞
働
者
の
ス
ト
7.
イ
キ
を
擊
破
し
た
る
結
^

、
#涵
.は
勞
.働
#
に
對
す
る
资
本
家
.の
總
攻
.擊
の
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を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
'0 

『

全
_
製
造
業
者
協
會』

ハ
ンHational

r
 Association, 

o
f 

..Marmfacturers)

.及
び
邦
外
の
.傭
主
團
體
ば
、
勞
慟
紐
合
.を
打
倒
し
て
非
紐
合

J
/

_

X

場
制
度
を
維
持
せ
ょ
と
の
：叫
聲
を
擧
げ
た
。
此
叫
聲
に
對
し
て
は
新
聞
が
應
呼
し
全
國
に
反
響
を
及
ぼ
し
た
。
各
地
の
讲
業
主
は
何 

れ
も
こ
れ
を
歡
迎
し
、
工
場
內
の
勞
働
紐
合
の
.維
持
せ
る
條
件
を
'全
廢
し
、
賃
銀
を
切
下
げ
、
勞
働
11
1
合
を
撰
^
す̂
る
こ
と
は
1
姐
合 

勞
働
漭
に
對
す
る
資
本
家
の
共
同
戦
線
の
.拱
礎
を
な
し
た
。
然
る
に
勞
働
漭
は
共
同
戰
線
の
浓
要
性
を
十
分
に
理
解
せ
ず
、
製
鋼
業
及 

び
鐵
詰
業
に
於
け
る
ス
ト
ラ
ィ
キ
を
部
業
主
の
蹂
躪
す
る
に
任
せ
た
。
彼
等
は『

合
同
鑛
山
勞
働
盏
紐
合』

が
政
府
及
び
部
業
主
に
屈 

服
し
、
沈
默
を
守
り
、
分
裂
す
る
もg

る
處
が
な
か
つ
た
。
事
業
主
は
此
弱
點
を
利
州
し
秘
密
裡
に
防
銜
の
爲
め
に
團
給
し
た
。

琪
業
主
の
防
衞
に
は
好
都
合
の
S
情
が
種
々
#
在
し
た
。
第
一
に
事
業
主
は
戰
時
及
び
典
底
後
に
於
て
非
常
な
る
銥
富
を
獲
得
し
、
 

•勞
働
紐
合
と
戰
ふ
资
金
に
缺
く
る
處
が
な
か
つ
た
。
弟
ニ
に
こ
の
時
程
&
府
が
完
全
に
大
事
業
家
の
手
屮
に
あ
り
た
る
と
と
は
前
代
米 

即
で
あ
-つ
た
。
第
三
に1

九
ニ
〇
年
末
に
戰
啡
に
召
集
せ
ら
れ
た
る
軍
隊
.が
動
1
を
解
除
せ
ら
れ
、
多
數
の
丘
ハ
士
'が
就
職
を
求
め
て
エ 

場
に
殺
到
し
た
。
而
し
て
第
四
に
海
外
市
場
は
ア
メ
リ
力
の
：生
.產
.物
を
耍
來
す
る
こ
.と
從
來
00
.如
く
な
ら
ず
、
典
輸
出
額
は
*濟
し
い
減 

退
を
.示
し

た

。

斯

の

如

く

し

て

.
一
九
二
一

 

年
に
は
失
業
の
太
浪
が
ア
メ
リ
カ
全
土
に
押
寄
せ
V
多
數
の
勞
働
漭
が
街
路
を
彷
徨
し
た
ぴ 

こ
れ
ゅ
都
業
主
が
现
に
使
傭
せ
る
勞
働
者
の
，賃
鈒
を
切
下
げ
，
又
大
戰
中
勢
カ
を
占
め
現
在
保
守
的
指
導
者
の
下
に
十
|-
1
き
職
業
的
0
和 

見
的
政
策
を
採
り
、
，產
業
不
祝
に
蓝
而
し
て
救
拨
を
有
せ
ざ
る
勞
働
組
合
に
一
大
打
■
を
加
へ
る
絕
好
の
機
#
で
あ

つ

た

。

一
九
二
〇
年
辦
3.
丨
ロ
ッ
パ
戰
锻
に
ょ
る
好
況
期
が
破
壞
に
近
づ
け
る
こ
と
が
明
か
と
な
，つ
た
。U

.

ュ
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：

ョ
ー
ク
州
に
於
て
は
三 

巧
旣
に
此
兆
候
が
現
れ
、
八
月
に
は
ア
メ
リ
力

の

繁

榮

も

峠

を

.越

し
て
し
ま
つ
.た
0
で
あ

つ
た
。
而
し
て
セ
月
に
は『

ア
メ
リ
カ

羊
毛 

#
社』

が
多
數
.の
：勞
働
衆
を
馘
首
し
、
苹
毛
業
に
於
け
る
十
寓
人
の
央
業
者
の
前
例
を
作
つ
•た
。
八
月
末
繊
維
業
に
は
一一.

十
五
.萬
の
失 

' 

V .最
近
十
郎
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四
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五
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業
#
が
.あ
’
、
十
月
に
は
合
衆
國
全
土
に
於
て
失
業
.の
'大
浪
.が
押
寄
せ
て
來
.た
。

一l
i
/
I:.
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
、
南
部
及
.び
.中
西
部
の
諸
.
 

州
に
.於
て
.

C 

H

業
及
び
農
業
勞
働
者
の
失
業
叉
は
賃
銀
切
下
げ
が
一
般
的
に
行
は
'れ
た
o
斯
.の
如
：き
傾
向
は
春
よ
り
秋
、
秋
よ
り
更
に 

冬
に
苴
丨
、
何
れ
の
康
業
忙
於
て
も
一
麼
顯
齋
で
あ
つ
た
。
.共
中
に
於
て
繊
維
工
業
が
f

驻
し
か
つ
た
。
..十
二
月
初
め『

ア
メ
リ
カ 

勞
働
聯
合』

の
發
表
.せ
る
處
に
よ
れ
ば
' 
全
國
に
二
百
萬
.，の
失
業
者
が
あ
り
、
翌
.一
.九
一
ニ
年
八
月
勞
働
大
臣
の
發
表
せ
る
處
に
よ
れ 

ぱ
、
艽
百
七
十
萬
の
失
業
渚
が
あ
る
と
沄
は
れ
る
。

.

.

.

：.

賃
龈
の
減
少
は
全
國
に
1

E

Tセ
.一
般
的
忙
.行
は
れ
、
且
つ
多
く
の
場
合
に
於
て
莫
大
な
.る
.割
合
に
達
-1
.
た
0 

I

九
一
一
.一
年
と
一
九一

一. 

〇
年
と
を
比
較
す
れ
ば
、

一
一
ズ
1

•
ヨ
1

ク
州
に
於
て
は
一
一
十
。ハ
ー
.セ
ン
ト
の
減
少
に
し
て
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
シ
州
に
於
て
は
同
じ
く 

四
，十
五
パ
ー
セ
シ
ト
に
達
す
る
と
云
は
れ
る
。
其
外
の
州
に
於
て
も
こ
れ
と
同
機
の
切
下
げ
が
行
は
れ
、
或
場
合
に
は
其
額
は
五
十
'。ハ 

丨
セ
シ
ト
よ
り
七
十
五
パ
ー
セ
ン
_
ト
に
及
ぶ
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
事
業
主
の
利
潤
は
こ
れ
と
全
く
事
情
を
異
に
す
る
。 

取
引
‘は
減
退
し
た
け
れ
ど
賃
銀
の
切
下
げ
を
以
て
翦
業
主
は
從
前
と
同
様
の
利
益
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
來
、
却
て
壻
加
を
示
し
た
も
. 

の
.も
あ
る
:0

勞
働
漭
の
賃
銀
は
坐
產
费
と
同
率
を
以
て
增
加
し
な
か
つ
た
の
に
、
今
や
觅
に
切
下
げ
ら
る
る
危
險
に
あ
り
、
然
も
製
鋼 

業
.の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
失
敗
に
よ
つ
て
、
無
淹
階
級
の
北
ハ
同
戰
線
は
破
壞
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
.あ
る
。

一
九〗

ー
〇¥

拽
バ
ー
ジ
二
ア
州
の
炭
坑
夫
は『

合
同
鑛
山
勞
働
容
組
合』

の.

內
に
團
結
し
始
め
た
。
こ
れ
に
對
し
て
琪
業
主
及
び
政 

府
は
栩
端
な
る
爾
迪
を
加
へ
、
流
血
の
慘
事
を
見
る
こ
と 

一#

な
ら
ず
、：
戒
雙
？
が
布
か
れ
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
蕺
し
て
勞
働
赛
の
組 

合
組
織
：を
妨
げ
た
。

.

次
で
鐵
道
業
の
保
線H

夫
及
び
鞟
徹
手
の
：ス
ト
ラ
イ

キ

が

起

つ

：た

o
;
彼

等

は

何

れ

の

方

面

よ

り

も

援

助

を

受

く

る

こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
。
彼
等
は
措
缂
者
の
承
認
を
得
る
處
か
、
寧
ろ
彼
等
の
意
志
に
反
し
て
此
舉
に
出
た
の
で
あ
っ
て
-
指
遵
犮
は 

.
©ち
に
そ
の
不
法
な
る
こ
と
宣
言
し
、
靡
業
主
と
協
力
し
て
こ
れ
を
破
壞
す
るH

歪
っ
た
。
鐵
遒
勞
働
恶
M
會
も
亦
、
同
様
に
不
法
な 

り
と
認
め
、
斯
の
如
き
鈕
合
と
は
折
衝
を
行
は
ず
と
究
言
し
た
。
こ
の
ス
ト
ラ

イ
キ
に
於
て
勞
働
者
の
失
敗
す
ベ
き
こ
と
は
始
め
ょ
り 

明
か
で
あ
っ
た
。
斯
業
主
は
こ
れ
等
の
勝
利
に
益
々
力
を
得
て
、
勞
働
組
合
を
破
瓌
す
る
活
：励
を
繼
續
し
、

一
九
ニ
ニ
年
に
入
る
や
產 

.衆
界
に
於
け
る
一
大
動
榣
の
時
代
を
出
現
し
た
。
こ
の
年
程
ア
メ
リ
カ
に
於
て
激
烈
な
る
階
級
圆
郇
の
.行
は
れ
た
る
時
代
は
な
い
。
繊 

維
勞
働
激
、
石
切H

、

•坑
夫
、
鐵
遒
從
業
員
は
、
都
業
主
の
賃
銀
切
下
げ
及
び
勞
働
組
合
撲
滅
に
對
し
て
放
然
と
し
て
起
っ
た
。
ア
メ 

リ
カ
勞
働
史
に
於
て
斯
の
如
き
多
數
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
は
れ
た
る
こ
と
な
く
、
又
斯
の
如
く
長
期
間
勞
働
渚
が
寓
業
を
休
11
-
し
た
る 

こ
と
は
.な
か
っ
た
。
外
面
的
に
觀
察
す
れ
ば
、
多
く
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
賃
銀
及
び
勞
働
時
間
に
關
す
る
维
讅
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ 

の
极
本
に
於
て
は
金
融
及
び
產
業
の
湖
考
に
反
抗
す
る
重
大
な
る
意
義
を
荷
す
る
藜
動
で
あ
.っ
た
。

然
る
に
產
業
不
況
及
び『

ア
メ
リ
カ
勞
il
g
合』

の
協
調
主
義
は
、
勞
働
姐
合
の
勢
力
を
減
殺
し
、
•彼
等
の
抵
抗
力
を
喪
失
せ
し
め 

た
。
こ
れ
は
統
nl
-
の
示
す
事
實
で
あ
る
。『

國
際
海
員
紐
合』

(International 

S
e
a
m
e
n
V

 u
n
i
o
n
)

は

一

九

一

一

〇

年

ょ

り

一

.
九

ニ

一

 

年 

迄
の
1}
}
|に
六
萬
五
千
の
#

«
を
失
ひ
、『

ア
メ
リ
力
勞
働
聯
合』

は
七
十
萬
の
會
員
を
失
ひ
、『

線
路
エ
夫
飢
合』

«

|

&晷

泛

0
<
1
0
£

 

M
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e
-
o
f
-
W
a
y

 

M
e
n
)

は
十
二
萬
五
.千
の
#
員
を
失
つ
た
o
.

.

こ
れ
に
反
し
て
琪
業
者
は
着
々
そ
の
戰
線
を
充
實
せ
し
め『

全
國
製
造
業
素
協
會』

.と

『

合
衆
國
商
業
#
議
所』

と
は
公
然
た
る
園 

、體
と
し
て
沿
動
を
開
始
し
、『

全
國
非
紐
合
工
場
協
#』

(
N
a
t
i
o
n
a
l

 

O
p
e
n

 

S
h
o
p

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

は
秘
密
裡
に
沾
動
を
開
始
し
た
。
こ 

最
近
十
年
間
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
勞
働
階
級
遝
動
.
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最
近
十
牢
間
に
於
.け
る
ア
メ
リ
ヵ
の
勞
働
階
級
運
動 

'
 
ー‘五
0

:

(.1.

六
五
六) 

れ
等
の
靡
業
、王
の
團
體
は
、
軍
部
方
面
及
び
警
察
方
面
と
密
接
な
'る
關
係
を
有
し
た
る
こ
と
が
明
と
な
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
る
か
、
 

蒞
し
く
は
勞
働
組
合
に
對
ず
る
圃
爭
が
發
生
す
る
時
は
"
何
時
で
も
軍
隊
及
び
#
官
隊
が
出
動
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
破
壞
渚
を
保
謹
し• 

琪

業

、王

の

財

產

を

保

護

す

る

の
が

^

で
あ
っ
た
。
而
し
て
斯
の
如
き
場
合
に
、
&
業
生
は
彼
等
の
目
的
が
勞
働
組
合
を
盡
く
撰
滅
せ
し 

む
る
に
あ
る
こ
と
を
公
然
と
定
言
し
た
o『

合
衆
國
商
業
#
議
所』

は
非
組
合H

場
た
る
權
利
'、
即

ち

琪

業

ホ

：
及

び

勞

働

者

が

相

7/
:
.
に 

M
M
_係
の
條
fl
を
決
^
す
る
梆
利
.は
、兩
當
都
容
各
自
が
有
す
る
倘
人
的
契
約
權
の
筑
耍
な
る
一
部
分
を
な
す
と
決
議
し
た
。『

全
國 

鋳
物
業
渚
紐
合』

(National 

Founders
，
Association)

は
非
組
合
エ
場
に
就
て
、
典
發
達
は
經
濟
關
係
の
問
題
で
あ
り
、
產
業
に
從 

琪
す
る
人
の
慰
藉
で
あ
り
、
各
人
の
愛
國
心
を
刺
戟
す
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。
而
し
て
非
組
合
工
場
の
爲
め
に
活
動
せ
る
幽
體
は
、
四
十 

四
州
の
.ニ
西
四
十
七
都
市
に
於
：て
2:
百
四
十
を
數
へ
、
こ
の
中
に
は
ニ
十
三
の
全
_
的
藤
業
虫
協
#
が
含
れ
て
ゐ
る
0
此
外
千
六
西
の 

地
方
の
商
業
#
議
所
も
亦
、
.非
組
合
工
場
主
義
に
赞
成
し
て
ゐ
る
o
: 

, 

'

一
九
二
〇
年
十
一
.月

『

ア
メ
リ
ヵ
非
組
合
工
場
傭
主
協
會』

(
A
m
e
r
i
c
a
n

 E
m
p
l
o
y
e
r
s
.
o
p
e
n

 

S
h
o
p

 

Association' 〕

は
、
諸

那

.r
j 

の
に
手
紙
を
送
っ
て
協
#
に
參
加
.を
勸
誘
し
た
。
こ
の
文
中
忙
は
次
の
如
く
言
っ
て
ゐ
る
。
乃

ち「

若
し
も
諸
栽
が
勞
働
不
安
又
は
ス 

ト
ラ
イ
キ
に
脅
か
さ
れ
る
な
ら
ば
、
.我

國

體

と

關

係

を

結

べ

•
然

.ら

ば

諸

君

の

爲

め

に

、

我

.々

は

こ

れ

に

適

當

の

處

M
を
講
ず
る
で
あ 

ら
ぅ
、
浩
し
も
諸
莉
が
使
俯
人
中
に
殽
雨
の
努
働
激
を
要
す
る
な
ら
ば
、
我
等
は
諸
君
：に
こ
れ
を
供
給
す
る」

で
.あ
ら
ぅ
、
諸
君
は
彼
等 

ょ
り
t:
M
n如
何
な
る
こ
と
が
起
技
つ
' 
あ
る
か
の
.報
^
を
受
け
る
で
あ
ら
ぅ
、
粉
爭
屮
に
於
て
我
^
は
.ス
ト
ラ
イ
ギ
を
な
す
努
働
者
を 

交
.替
す
る
で
あ
ら
う
*
又
我
々
は
多
く Q

利
益
を
生
：ず
る
福
利
增
進
俱
樂
部
を
設
立
す
る
で
あ
ら
う
L
と
^
つ
て
ゐ
る
o
而
し
て
こ
れ

等
'の
'沽
動
は
全
く
祕
密
裡
に
行
れ
る
の
.で
ぁ
っ
た
。

. 

■

一i

ニ
ー
年
て
珂
ー
1
1:

『

1
|祭
^

€
エ
|1
1
合』

Q
を
ョ
&
目
^

T
y
p
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l

 u
n
i
o
n
)

が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
'し
た
。
そ
れ
は
一
ギ

問
•障
^
し
、

ー
千
萬
ド
ル
を
费
し
た
。
.そ
の
結
双
は
、
勞
働
龃
合
の
十
分
な
る
勝
利
.を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
'俯
主
は
勞
働
組
合
を
破
壞 

す
る
こ
と
の
容
揚
な
ら
ざ
る
こ
と
を
知
つ
た
。
次
で
五
月
五
日
に
は
鐵
詰
業
の
.勞
働
激
が
、
組
合
を
細
持
し
沿
つ
賃
_
の
切
下
け
に
R 

對
し
て
ス
ト
ラ
.イ
ャ
を
な
し
た
。
こ
の
時
囊
生
は
社
會
に
彼
等
の
’公
正
な
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
努

.の
支
配
す
る
所
謂
會
黯 

合
を
組
織
し
、
賃
銀
切
下
げ
を
こ
の
組
合
の
一
：舣
投
票
に
か
け
た
。
共
結
艰
は
一K

ふ
ま
で
も
な
く
こ
れ
を
承
認
す
る
に
至
っ
た
。
然
る 

に
玫
府
の
#

a
周
は
こ
の
切
下
げ
に
認
可
を
興
べ
ず
、
仲
栽
問
題
と
な
す
こ
と
を
要
求
し
た
.0
事
業
主
は
勿
論
こ
れ
を
峻
拒
し
た
。
ス 

ト
ラ
イ
.キ
は
長
く
繼
續
し
激
烈
を
極
め
た
。
而
し
て
_

中
1と
政
府
と
の
典
力
に
よ
り
て
擊
破
ら
れ
た
°

一
九
ニ
一
郎
八
月
一
一

>

 

i

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
0.
繊
維
勞
働
激
は
賃
銀
を
ニ
十
パ
ー
セ
ン
ト
切
下
げ
ら
れ
た
。
彼
等
は
姐
合
を
荷
し
な 

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
承
認
す
る
外
な
か
つ
た
。
然
る
に
そ
れ
よ
り
僙
に
六
ヶ
月
を
經
た
名
に
過
ぎ
ぬ
一
九
二
一
一
年
一
月
、

-P
J-
び
ニ
十 

一
oハ
ー
セ
ン
ト
半
の
®
銀
の
切
下
げ
が
宜
吿
せ
ら
れ
.だ
。
こ
れ
は
餘
b
に
過
大
で
ぁ
り
、
遂
に
勞
働
者
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
た
し
、

一一.ュ
 

1
.•
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
.各
地
に
波
及
し
、
勞
働
者
總
數
十
萬
が
.こ
れ
に
參
加
し
た
。
賃
銀
が
切
下
げ
ら
れ
る
以
前
に
於
，て
•も
、
そ
れ
は 

決
し
て
安
易
な
る
供
沿
を
與
へ
る
も
の
で
は
な
か
つ
.た
。『

ア
メ
リ
力
綿
絲
製
造
業
者
協
#K

>
g
r
i
c
a
n

 

Cotton: 

Manufacturer' 

Association)

.の
，數
字
に
よ
れ
；ば
、
北
部
に
於
け
る
不
熟
練
勞
働
者
の
賃
銀
は
平
.均
.

I

週
十
五
ド
ル
半
、
熟
練
及
び
熟
練
努
働
者
の
赁 

銀
は
十
七
ド
ル
乃
茧
十
八
ド
ル
で
ぁ
り
、
生
沾
費
の
高
き
こ
と
と
照
應
す
れ
ば
、>
不

足

勝

の

も

の

，
で

ぁ

っ

た

。

最
近
十
年
間
に
於
，け
る
ア
メ
リ
カ
の
勞
働
階
紙
遝
動 
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'
最
近
十
卬
間
に
於
け
る
ァ
メ
リ
ヵ
.の
勞
働
'階
級
.述
動 

I :

五
ニ 

(
一

六
.五
，八) 

事
業
生
は
努
做
素
の
發
動
に
對
し
て
十
分
な
る
準
備
を
有
し
て
0
た
。
彼
等
は
豫
め
團
結
し
V
俯
入
る
ベ
き
他
の
勞
働
者
を
多
數
兑 

出
し
、
政
府
の
味
方
を
荷
し
て
ゐ
た
°
加
之
ゝ
御
用
團
體
を
召
集
し
、
.工
場
は
恰
も
要
塞
の
觀
を
里
し
た
。
軍
隊
及
、び
響
隊
も
鈇
砲 

を
持
っ
て
出
動
し
た
。
裁
刺
所
は
ス
ト
ラ
ィ
キ
勞
働
者
の
エ
場
監
視
の
權
利
を
停
企
す
る
命
令
を
發
.布
し

ノ

嚴

重

.に

其

行

動

を

取

締

つ 

た
。
然
も
勞
働
者
は
與
歌
に
彼
等
と
戰
ひ
、
遂
に
先
づ
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ッ
州
ロ
ー
レ
ン
ス
の
傭
主
を
し
て
、
賃
銀
の
切
下
げ
を
歆
,i
i
i 

.

.せ
し
め
、
'邦
他
の
都
市
に
省
て
も
こ
れ
に
倣
は
し
め
た
。
而
し
て
七
ヶ
月
の
激
烈
な
る
鬪
•
の
後
、
1
九

，
ニ

ニ

年

九

ぉ

 
一E

遂
に
ス
ト 

ラ
ィ

キ
は
終
熄
し
た
。
尤
も
或
る
都
市
に
於
て
は
全
然
努
•働
客
の
失
敗
に
歸
し
、

賃
銀
の
切
下
を
承
認
せ
ざ

る
を
得
な
い
も
の
も

あ
つ 

た
。
此
ス
ト
ラ
ィ
キ
中
忙
於
て
'十
以
上
の
勞
働
鈕
合
が
、
各
個
.の
綱
領
と
執
行
機
關
と
を
有
し
视
71
:
に
反
2
2し
、『

合
同
繊
維
勞
働
組 

合』
(united 

Textile 

w
o
r
k
e
r
s
)
『

一
大
祖
合』

(
o
n
e

 
B
i
g

 

1
;3.
0
1
1

)
『

ア
メ
リ
ヵ
合
同
繊
維
勞
働
者
紐
合』

>
5'
总

|
&
<
1

Textile 

W
o
r
k
e
r
s

 

of 

A
m
e
r
i
c
a
)
『

繊
維
勞
働
者
聯
合』

(Federation 
of 

Textile

ミ
0̂

§)

等
の
指
緯
者
は
切
互
に
€ 1
弈
を
.造
?

?

.

r

九
二
ニ
年
四
月
一
日
、
賃
銀
の
切
下
げ
に
反
對
し
て
六
十
萬
の
炭
坑
夫
が
ス
ト
ラ
ィ
キ
を
な
し
た
。
'.こ
れ
は
未
曾
有
の
奪
で
あ 

っ
た
。
彼
等
の
五
十
萬
は『

令
同
鑛
山
努
働
客
紐
合』

の
|1
1
合
員
で
あ
.り
、
他
の
十
萬
は
西
バ
-丨
ジ
二
ア
州
及
び
西
部
べ
ン
シ
ル
べ
二 

ァ
州
の
紐
合
に
加
入
せ
ざ
る
坑
夫
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ょ
り
前
、

一
九
二
〇
年
、
政
府
の
勸
ぎ
從
っ
て
勞
働
紐
合
と
事
業
主
と
の
關
に
、
 

，ニ
年
！1
に
苴
る
契
約
が
締
結
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
：そ
れ
が
一
九
一
三
年
四
月
一
日
滿
期
と
な
つ
た
。
契
約
に
ょ
れ
ば
期
I

に
附 

當
靡
激
が
契
約
釔
见
新
す
る
爲
め
に
協
議
す
る
寄
で
あ
つ
，た
が
、
靡
業
主
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
ニ
十
五
パ
.丨
セ
^.
ト
?!
>
至
一一一十
五
パ
ー 

.セ

.ン

..ト
0
賃
銀
切
下
げ
-を
宜
吿
し
た
°
こ
.れ
が
總
ス
.ト
ラ
ィ
キ
の
.合
_
_で
ぁ
0
た
0
;

t

業
主
も
政
府
も
勞
働
者
の
ス
ト

ラ
イ
キ
を
歡
迎
し
て
思
た
ひ
第
一
忆
ス
ト
ラ
‘イ
.キ
破
捷
表
と
し
て
使
傭
し
得
.る
#
•
數
の
失
業
勞
1
- 

渚
が
ぁ
り
>

览
ニ
に
琪
業
主
が
愤
格
の
釣
上
げ
を
希
望
し
た
る
餘
剩
の
石
炭
が
ぁ
つ
た
。
こ
れ
等
の
事
情
は
事
業
主
を
し
て
.•一
 

九
一
.-o
 

'.
年
の
契
約
を
無
視
せ
し
め
、
勞
働
組
合
と
交
涉
す
る
こ
と
を
拒
否
せ
し
め
る
に
至
つ
た
。
政
府
が
資
本
家
側
に
味
方
し
た
こ
と
は
勿
論 

..
で
、
ぺ
ン
シ
ル
ベ

II

ア
州
知
都
は
、
琪
前
に
羅
動
を
鎭
腿
す
べ
き
こ
と
を
管
內
の
執
行
官
に
命
令
し
、四

；：！： 

一
 
H

多
數
の
銃
碗
及
び
軍 

需
品
が
、'

 

オ
ハ
イ
オ
ー
州
の
商
部
か
ら
輸
送
せ
ら
れ
、
西
、パ
ー
ジ
一
一
ヤ
州
に
於
て

は

、

#

官
隊
が
非
常
時
の
訓
練
を
受
け
、
裁
刹
所
は 

『

合
同
鑛
山
努
働
諸
飢
合』

に
對
し
て
州
內
に
於
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
治
ん
ど
不
法
に
近
か
ら
し
め
る
禁
令
を
發
布
し
た
。

斯
の
如
く
赁
銀
を
|切
下
げ
ん
.と
す
る
靡
業
主
及
び
政
府
の
而
前
に
、
勞
働
考
は
賃
銀
ニ
十
パ
ー
セ
ン」

卜
の
！p

額
、
無
煙
炭
坑
區
域
及 

.
び
有
煙
炭
坑
區
域
に
共
通
す
る
協
宛
を
締
結
す
る
こ
と
：等
を
含
む
要
求
を
提
出
し
た
。
此
最
後
の
耍
求
は
茁
大
な
る
贲
義
を
有
す
る
。 

蓋
し
兩
炭
坑
區
域
に
對
し
期
限
を
異
に
す
る
別
個
の
協
宛
を
有
す
る
時
は
勞
働
者
を
分
割
し
、
總
ス
ト
ラ
イ
キ
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
 

.努
働
容
の
應
职
は
3:
:1
底
望
む
こ
と
が
.出
來
な
；い
か
ら
で
ぁ
る
0

.

一
丸
一
九
年
ょ
り
一
さ
一〇
年
に
苴
る
製
.鋼
勞
働
者
に
'對
し
て
用
ひ
ら
れ
た
る
と
同
様
の
權
カ
が
坑
夫
に
對
し
て
も
用
ひ
ら
れ
た
。

:

ス
ト
ラ
イ
キ
の
行
は
れ
た
る
各
都
會
に
殆
ん
ど
戒
嚴
令
が
布
か
れ
、
勞
働
者
及
び
其
家
族
を
踮
迫
し
た
。
靡
業
主
は
盛
ん
に
ス
ト
ラ
イ 

キ
破
瓌
苕
を
輸
入
し
、I

#

力
團
を
利
用
し
た
。
而
し
て
六
月
ニ
..十 

一
R
.鑛
山
を
監
視
せ
る
.ニ
名
の
.組
合
努
働
考
が
敗
殺
せ
ら
れ
た
o

翌 

朝
多
數
の
坑
夫
が
鑛
[I
I

に
.集
合
し
、
其
處
で
も
射
雕
が
行
は
れ
、
砲
手
に
十
九
名
の
死
者
^

主
じ
た
。
此
結
艰
全
國
の
新
聞
及
び
資
永

家
は
一
勢
に
起
つ
て
、
鑛
山
所
荷
諸
を
應
援
す
る
に
至
つ
た
。
而
し
：て
七
月
十
：八
日
に
至
り
大
統
領
：ハ
ー
.
•デ
イ
ン
グ
は
.ニ
十
八
州
の
.知

» 

#

最
近
十
年
問
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メ
リ
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最
近
十
苹
ii
i
lに
於
け
る
ア
メ
リ
ヵ
：の
勞
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階
級
運
動

 

1
:3£
四

(

1
六
六
0) 

事
に
命
令
を
發
し
、
琪
業
生
を
し
て
被
等
の
鑛
山
を
、
穷
働
せ
ん
と
す
る
も
0.
に
十
分
な
る
敗
謹
：を
加
へ
て
開
放
せ
.し

む

.る

こ

と

と

し 

た
。

へ
ン
シ
ル
へ
ニ
ヤ
イ
ン
テ
ィ
ア
ナ
其
他
の
仲
に
於
て
も
多
數
の
兵
士
を
.派
遺
し
た
o
.然
る

^

勞

働

祖

合

の

指

溢

者

は

こ

れ

に

屈 

服
せ
ず
、
六
千
の
坑
夫
が
岡
维
を
敢
て
し
た
。
數
ヶ
月
を
經
過
す
る
も
ス
ト
ラ
イ
キ
の
終
媳
は
觅
ぇ
な
か
つ
た
0
.此
晬
に
常
り
H

 

鑛
山
勞
働
#
紐
合』

の
#
長
ジ
ョ
ン
•
エ
ル
•
リ
ュ
イ
ス
Q

l
 
r Lew

i
s
)

は
八
月十

五
！！：

瀝
#
炭
坑
業
盏
に
對
し
て
獨
立
の
協
足
を 

提
案
し
た
'0
こ
れ
は
ー
九
ニ
三
年
三
巧
三
十
ー
日
を
期
限
と
し
て
承
認
せ
ら
れ
た
。
其
處
で
無
煙
炭
坑
夫
は
孤
立
せ
し
め
ら
れ
、
九
月 

三
m
に
至
り
、
リ
ュ
イ
ス
の
提
案
に
迤
き
、

一
九
二
三
年
八
月
三
十
一
：
日
に
終
る
協
宛
を
成
立
せ
し
め
る
こ
と
と
な
つ
た
0
こ
れ
等
の 

&

議
に
於
て
坑
夫
の
得
た
る
所
は
、
賃
銀
の
切
下
げ
を
許
さ
ぬ
こ
と
で
あ
つ
た
が
、

一
個
の
協
.

K

に
總
合
せ
■し
め
な
か
つ
た
の
は
、

 ̂

業
主Q*

大
な
る
勝
利
とK

は

な

く

て

は

な

ら

ぬ

。

尙

こ

，の

#
議
に
は
組
合
に
加
入
せ
ざ
る
坑
夫
も
參
加
し
た
が
、
紐
合
の
指
缚
諸
は
彼 

等
を
忘
^
し
た
の
.で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
に
彼
等
は
今
に
至
る
も
侬
然
と
：し
て
姐
合
外
に
あ
り
、
悲
慘
な
'る
狀
態
に
JI
-
.つ
て
ゐ
る
。

こ
の
時
代
に
於
け
る
最
も
重
大
な
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
一
つ
は
一
九I 
一
二
年
の
鐵
道
職
エ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
つ
た
。
戰
時
に
於
て
は 

鐵
逍
は
政
府
の
銃
制
の
下
に
あ
つ
た
が
、
猫
的
.統
制
に
.夜
歸

す

る

に

及

び

勞

资

間

の

：

反
！！：I

が
起
り
、『

鐵
遒
努
働
委
員
#』

(
R
a
r
r
o
a
d

 

L
a
bor 

B
e
a
r
d
)

が
努
资
問
.の

平

和

を

維

持

す

る
！！！！

的

を

以

つ

て

紐

織

せ

ら

れ

た

。

然

る

に

事

業

、
玉
は

.戰
带
の
終
る
.と
:|
1
:
ハ
に
、
戰
時
中 

.勞
働
渚
に
讓
涉
せ
る
所
を
取
返
し
、
.努
働
姐
合
を
破
壞
し
始
め
た
。

1
:九
ニ
ー
年
三
月
、
會
社
は
平
均
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
：賃
銀
切
下 

げ
の
權
利
を
，『

镦
避
勞
働
委
员
會』

ょ
o
承

認

せ

ら

れ

た

？

と

れ

：に
：ょ

り

て

會

社

は

四

億

ド

.ル
の
：利

胸

の

%}
加
を
得
る
こ
と
が
セ
來
る 

:0
で
ぁ
；<>
た
0 

■
ぃ
て
叉
賃
'爾

の

切

卞

げ

が

行

'は

'|
1
た
0
斯
の
如
今
賃
銀
切
下
げ
把
ょ
り
て
最
も
大
な
る
歡
響
を
受
け
た
る
齐
の
は
、

不
熟
練
勞
働
者
及
び
半
熟
練
勞
働
漭
で
、
熟
練
勞
働
者
は
影
響
を
受
け
る
こ
：と
が
非
常
に
少
か
づ
た
。
こ
れ
は
勞
働
^
を
分
立
せ
し
む 

る
意
識
的
計
肅
に
ょ
る
の
で
あ
つ
た
0

■
•

一
九
ニ
.ニ
年
七
月
一
日
、
四
十
萬
'の
鐵
遒
職
エ
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
し
た
。
.數
日

を

出

で

ざ

，る

に

多

數

の

靡

.務
員
及
、び
保
線
エ
夫
、
 

鉛H
、

貨
琪
取
扱
人
及
び
不
熟
練
努
働
者
が
參
加
し
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
於
て
は
、
.填
隊
7A
び
職
業
的
ス
ト
ラ
イ
キ
破
瓌
漭
が
利 

用
せ
ら
れ
た
る
外
、
多
數
の
學
坐
も
ス
ト
ラ
イ
キ
破
壊
盏
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
た
。『

鐵
道
勞
働
娄
员
會』

は
ス
ト
ラ
.イ
キ
を
な
し
た
る 

容
忟
最
n十
鐡
.道
從
業
M
に
非
ず
と
一K

ひ
、
他
の
勞
働
者
を
傭
入
れ
、
又
新
し
く
勞
働
組
合
を
紐
織
す
る
こ
と
を
勸
齿
し
て
ゐ
る
。
次
で 

政
府
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
鎭
II
I
す
る
资
任
を
自
ら
引
受
け
、
栽
判
所
の
禁
止
命
令
が
會
敏
の
爲
め
.に
：發
布
せ
ら
れ
た
。
斯
の
如
く
し
て
ス 

ト
ラ
イ
キ
は
破
壊
せ
ら
れ
、
勞
働
組
合
は
殆
ん
ど
全
滅
の
荷
様
と
な
つ
た
。
九
M
十
三
H
質
銀
切
下
げ
を
認
め
る
協
焚
が
成
立
し
、
ス 

ト
ラ
イ
キ
破
壊
衆
は
:1
1
:
1を
維
持
し
た
0
斯
の
如
き
_

生
に
布
利
な
る
協
宛
も
、
こ
れ

に
調
印
せ
$
會
社
は
少
數
に
過
ぎ
ず
、
穷
働 

客
の
復
職
せ
る
.
'も
の
は
.約
平
數
で
、
二
十
萬
は
爭
議
を
續
け
、
最
後
に
至
.つ
て
轉
業
又
は
無
條
件
で
復
職
し
た
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
失
敗
し
'た
理
出
は
種
々
.あ
る
。
第
一
に
.政
府
及
び
鐵
道
#
社
は
费
用
を
權
は
ず
ス
ト
ラ
イ
キ
及
び
勞
嫩
紐
合
を 

破
壊
す
る
決
心
を
荷
し
た
。
第
ニ
に
勞
働
者
は
七
八
の
紐
合
に
分
れ
銃
ー
を
苻
し
な
か
つ
た
。
第
三
に『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

は
ス 

ト
ラ
.イ
キ
に
全
幅
の
，支
持
を
與
へ
な
か
つ
た
。
第
四
に
他
の
鐡
沿
努
働
紐
合
の
指
導
者
は
彼
等
に
味
方
し
な
：か
つ
た
0
例
へ
ばT

保
線
■ 

工
夫
勞
働
組
合』

に
於
て
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
す
べ
き
一
般
.投
M
あ
り
た
る
に
も
枸
ら
ず
*
會
提
は
發
令
し
な
か
つ
た
。
こ
れ
と
同
様 

の
事
實
は『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

に
加
入
せ
ざ
る
技
師
、
，取
掌
、
火
夫
、
乘
務
員
の
組
合
に
も
裕
在
し
た
。
彼
缂
は
種
々
の
場
合
に
於 

最
近
十
印
問
に
於
对
る
ブ
メ
ジ
カ
の
勞
働
附
級
運
動 

I
k五

(
I

六
六1)
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近
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ム

宄

六

.

(

.ニ
ハ
六
ニ) 

て
飢
合
员
に
膦
：3
を
加
へ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
失
肷
に
終
ら
し
め
た
。

こ
の
時
代
に
於
て
は
繊
細
勢
働
^
、
坑
夫
及
び
鐵
逝
工
場
勞
働
衆
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
外
に
、
多
く
の
21
耍
.な
.る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
は 

れ
た
o

一
九
二
一 
平
十
一
パ
に
は『

國
際
婦
人
服
エ
組
合^International 

Ladies，
G
a
r
m
e
n
t

 

W
o
r
k
e
r

气u
n
i
o
n
)

が
ニ 

r
 
•
ヨ 

丨
ク
li
i
に
於
て
總
ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
し
た
。
こ
れ
に
は
7,
;
萬
五
千
の
參
加
漭
が
あ
り
、
九
週
間
繼
續
し
た
る
後
、
勞
働
紐
合
の
勝
利
に 

歸
し
た
。
又
一
九
ニ
ニ
年
六
パ
に
は
、
同
じ
く
ニ
ユ
1

.
ヨ
ー
ク
市
の
子
供
服
製
造
業
に
於
て『

ア
メ
リ
カ
合
同
被
服
エ
紐
合』

の
指 

墙
の
下
に
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
は
れ
、
こ
れ
と
數
R
遲
れ
て
男
子
服
製
锆
業
に
も
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
は
れ
た
。

一
九
一
ー
〇
苹
ょ
り
一
九
ニ 

三
平
に
至
る
|!
]
]は
、
最
も
烈
し
い
火
規
模
の
勞
働
爭
議
が
行
は
れ
た
る
時
代
で
あ
つ
た
o
勞
働
衮
は
從
來
#
て
兑
ざ
る
忍
耐
と
連
帶
を 

示
し
た
が
、
全
體
ょ
o

見
れ
ば
勞
働
渚
は
少
か
ら
ざ

る

打
擊
を
受
け
たO

、

賃
銀
は
恣
に
切
下
げ
ら
れ
、
勞
働
飢
合
の
條
件
は
始
ん
ど
艾 

除
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
故
に
鉗
合
£1
の
數
は『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

に
於
て
も
其
他
の
組
合
に
於
て
も
非
常
に
減
少
し
た
。

•1

九
ニ
六
^
-の
ニ
ユ
ー
•
ジ
ャ
ー
シ
ー
州
パ
セ
イ
ッ
ク
の
繊
維
勞
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
こ
の
時
代
の
特
色
あ
る
事
件
で
、
共
產
主 

篛
漭
の
指
鸹
せ
る

火
規
模
の
最
初
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
し
て
、
又
穷
働
糾
八
M
Mに
非
ざ
る
盏
の
骚
動
と
し
て
世
間
の
注
意
を
惹

い
た
。
パ 

セ
イ
ッ
ク
市
は
典
期
的
繊
雛
エ
業
の
中
心
地
で
あ
つ
た
が
、
質
銀
は
非
常
に
放
少
'で
、
.
ス
ト
ラ
イ
キ
以
前
に
は
五
分
の
一
强
の
勞
働
者 

が
ー
週

十
ド
ル
乃
茧
十
五
ド

ル

を

受

け

、

三

分

の

一

は

十

五

.ド

ル

乃

至

一|

十
ド
ル
.を

受
け
、
吼
分
の
：I

弱
は
一
一4-

ド

ル

乃
至I

一
十
五
，ド 

ル

を

受
け
、
北
ハ
他
の
者
が
此
1
阐
外
に
あ
つ
た

？

然
る
に
一
九
一

云

年

十

〃

.五

日

| 1
'

*

主

は

賃

銀

を

^

パ

ー

セ

シ

ト

切

下

げ

た

。

其

處
 

で

遂

に

勞

傲

客

は

起

ち

、

北

ハ

疣

主

義

者

の

拊

導

に

ょ

り

て

较

一

戰

線

委

H

食

が

糾

織

せ

ら

れ

、

實

親

の

液

尊

を

.耍

求

し

た
.:
0
'
.
こ

れ

に

對

す

.2

.
糜
報
は
凌
員
た
る
勞
働
溝
の
額
首
で
负
つ
た
。
.其
-處

で

先

づ

ボ

タ

VI

1
工
場
に
於
て
六
千
の
義
エ
が
ス
ト
7
パ
キ
を
な
し
、
關
も 

な

く

ガ

ー

フ

、
ィ
1

4ド
エ
場
及
：び
パ
セ
イ
.ッ
ク
紡
績
#
11
:
の
三
千
の
職
エ
が
こ
れ
に
和
し
た
。
斯
の
.如
く
し
て
數
日
中
に
一
萬
六
千
に 

達
し
、
パ
セ
イ
ッ
ク
市
全
部
の
鐵
維
エ
業
は
休
生
す
石
に
茧
つ
た
。
而
し
て
勞
働
漭
は
從
來
の
，耍
來
を
捨
て
賃
銀
十
パ
ー
セ
ツ
ト
の
値 

上
げ
、
賃
鈒
切
下
げ
に
ょ
る
損
害
の
賠
償
、
時
間
外
勞
働
、
賃
銀
五
：割
續
、
，
一
週
四
十
時
ni
l
勞
働
、
.衞
生
狀
態
の
改
善
、
組
合
員
特
殊 

待
遇
の
廢
止
、
勞
働
組
合
の
承
認
等
の
要
求
を
提
出
し
た
。

.

.

•

ス
ト
ラ
イ
キ
に
就
て
は
大
規
模
の
示
威
運
動
及
，び
大
衆
の
.監
視
が
組
織
せ
ら
れ
、
婦
女
小
兒
に
至
る
ま
で
團
結
し
た
。
こ
れ
に
對
す
る 

鲦
察
の
腮
迫
は
極
端
ビ
遝
し
、
市
民
委
員
翁
の
.名
の
下
に
暴
カ
團
が
紙
織
せ
ら
れ
.た
0
勞
働
渚
側
の
統
一
戰
線
类
員
#
の
留
的
は
、
從 

來
非
組
合
員
た
り
し
勞
働
者
を
組
織
し
、
十

メ
リ
ヵ
勞
働
運
動q

主
流
た
る『

.T
メ
リ
ヵ

勞

働

聯

合

』

にj

合
同
繊
維
勞
働
者
組
合』

. 

を

通

じ

て

加

は

る

，に

あ

つ

た

。

然

る

it
：『

ア
メ
リ
.力
勞
働
職
合』

は
ス
t

フ
イ
.キ
勞
働
渚
を
攻
舉
し
て
ゐ
允
が
、
後
に
は
共
產
主
蕺
者 

ァ
ル
パ
ー
ト
•
ヮ
イ
ス
ボ
ー
ル

ド

>

g
ュw

e
i
s
b
o
r
d
〕

が
指
導
者
た
る
地
位
を
去
れ
ば
、
彼
等
を
歡
迎
す
る
態
度
を
示
す
に
至
つ
た
。 

而
し
て
ヮ
イ
ス
ボ
ー
ル
ド
が
自
發
的
ヒ
地
位
を
去
る
に
及
び
、
パ
セ
イ
ッ
夕
市
の
勞
働
渚
垃『

合
同
繊
維
勞
働
容
紺
合』

に
參
洳
す
る 

こ
と
を
許
-3
れ
、
こ
の
組
合
と
^
業
主
と
が
協
議
を
開
か
ぅ
：と
し
た
。
然
る
に
こ
れ
に
反
對
：の
.意
'嚮
を
有
す
.る
勞
働
，者

は

、

洱

び

ス

ト 

ラ
イ
キ
を
な
し
た
が
、
結
局
十
二
月
十一

ニ
日
に
至
つ
て
、
.次
の
條
仲
を
，以
つ
て
解
決
を
見
る
に
革
つ
た
。
そ
の
條
件
は
、
團
結
權
の
承 

認
、
團
體
交
渉
權
.の
承

認

、
，組

合

エ

場

制

度

を

耍

求

せ

ざ

る

と

:̂
、
他
の
要
求
に
就
て
掘
定
成
立
.せ
ざ
る
時
、
は
こ
れ
を
調
停
に
か
け 

る
こ
と
等
で
あ
る
0
斯
の
如
き
解
決
は
十
分
と
は
言
へ
な
い
が
、
勞
働
諸
の
.勝
利
で
あ
つ
た
:0

:
、

最近十邮間に淤ける

'ァ
メ
リ
ヵ
の
勞
姻
階
級
_
働
：
 

I

五
七
*

(
1

六
六
1
5



最
近
十
¥
問
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
.勞
働
附
級
連
動 

,
5
.八

-
(
I

六
六
凹) 

次
に
最
も
多
く
の
.反
響
を
與
へ
た
る
事
件
は
、|

九
一
一
七
半
八
月
ボ
ス
ト
ン
に
於
け
る
ィ
タ
リ
ー
坐
れ
の
勞
働
考
一
名
、1

一n

ラ• 

サ
ッ
コ
ー(Nicola 

Sacco}

と
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
•
パ
ン
ゼ
ッ
 ̂

の
死
刑
^
件
で
あ
る
。
彼
等
は
何
れ
も
^
く 

し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
勞
働
運g

の

闘

士

：
と

な

つ

た

。

ー
ー
.
ユ

1

.
パ
シ
グ
'ラ
ン
ド
に
於
け
る
製
靴
業
と
織
維
業
に
は
、
長
時
抓
霖
少 

’實
鈒
を
以
て
、
努
働
を
强
制
せ
ら
れ
た
の
.で
、
勞
働
者
の
問
に
不
平
が
.絕
ぇ
な
か
つ
た
？
然
る
に
一
九
一
九
^

と

•一
 

さ
ー
〇
苹
と
の
ni
l
 

に
於
け
る
赤
化
運
動
の
取
締
に
あ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
平
和
と
.繁
榮
と
に
{舞
あ
り
と
し
て
、
又
は
外
國
の
無
政
府
主
義
者
と
し
て
、
多 

數
の
.勞
働
者
が
補
縛
.せ

ら

れ

た.0
其

小

に

サ

ッ

コ

ー

と

バ

ン

ゼ

ッ

.チ
と
の
ニ
名
も
洳
へ
ら
れ
た
。
然
か
も
彼
等
は
戰1

的
速
動
の
犠 

独
に
'選
ば
れ
、

一
夂
ー
o
年
四
月
十
五
日
架
製
靴
會
社
の
出
納
係
と
，守
.衞
と
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
•
パ
1
メ
ン
タ
ー

(Frederick 

p
a
r
m
e
n
t
e
r
)

及
び
ア
レ
キ
サ
ン
‘ダ
ー
•ベ
ラ
ル
デ
リ
バAlexander 

Belrardem 〕

を
^

^
し
た
る
犯
人
な
り
と
し
て
、
死
刑
の
判
決
が 

下
さ
れ
た
。
甘
：ハ
處
で
彼
等
の
助
命
の
爲
め
に
全
國
的
に
速
W
が
開
始
せ
ら
れ
、『

勞
働(

共
產〕

黨』

の
如
き
は
、
死
刑
執
行
の
前
！=
總 

ス
ト
ラ
ィ
キ
を
行
ふ
計
®
さ
べ
樹
て
た
が
-
保
守
的
圖
體
は
多
く
の
注
意
と
努
カ
と
を
彼
等
に
與
へ
な
か
つ
た
°

一
九
一
一
.七
年
四
月
瀝
赍
炭
坑
の
實
鈒
協
宛
が
滿
期
と
な
つ
た
。
然
る
に
事
業
主
は
こ
の
協
宛
を
觅
新
す
る
こ
と
を
拒
絕
し
た
の
で
、 

十
州
に
於
け
る
十
七
萬
五
千
の
炭
坑
夫
が
ス
ト
ラ
ィ
キ
を
な
し
た
が
、
勞
働
者
の
&
⑽
に
歸
し
た
。
i t

ハ
失
敗
に
就
て
は
、
過
剩
坐
產
、 

失
業
、
貨
物
遝
賃
の
特
別
待
遇
、
政
府
の
] 1

迪
等
が
ー
部
の
原
因
を
な
ん
て
ゐ
る
が
、
紙
合
.の
內
部
の
粉
爭
、
資
金
の
缺
芝
、
指
導
客 

の
近
視
的
政
.策
も
亦
、
1

大
な
る
原
因
|€
:數
へ
ら
れ
る
。

'

V

九

一

1九

年

繊

維

業

0
新

興

中

心

地

.た

る

柬

部

テ

'ネ

シ

ー

州

及

び

南

北

闸

^

ね

ラ

ィ

ナ

.：州

に

龄

て

机

織

的

ス

ト

‘ラ

ィ

キ

が

起

り

た

。

而
し
て
南
力
は
ラ
イ
ナ
州
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
大
部
分
指
導
者
を
有
し
な
か
つ
た
が > 

他
の
州
に
於
.て
は
T
T

メ
リ
カ
勞
拗
聯
合1

に
恩 

す

る『

合
同
繊
維
勞
働
衮
妞
合』

又
は『

勞
|#
|1
1
合
統
一
聯
合』

に
屬
ず
る『

全
國
繊
維
勞
働
渚
紕
合』

の
指
導
を
受
け
た
。
而
し
て 

賃
銀
、
勞
働
時
問
及
び
作
業
方
法
が
ハ
♦
議
の
中
心
問
題
で
ぁ
り
、
軍
隊
が
出
動
し
勞
働
盏
の
み
腿
廹
を
加
へ

ら

れ

、

豸
ま
虫
に
は
行
0 ] 

の
自
山
が
許
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
中
最
も
荷
名
な
る
は
、
北
カ
ロ
ラ
，イ
ナ
州
ガ
ス
ト
ー
ー
ア
に
於
け
る『
全
國
繊
維 

努
働
盏
組
合』

•の
指
挪
し
た
る
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
勞
働
者
は
一

週
四
十
五
ド
ル
の
最
低
賃
銀
、

一
週
五
日
四
十
時
間
の
勞
働
-
ス
ピ
ー 

ド
ア
ッ
プ
の
廢
止
、
扔
女
同
額
賃
鈒
の
支
拂
、
往
居
及
び
勞
働
狀
態
の
改
善
、.
勞
働
紙
合
の
承
認
を
要
求
し
、
四
月
二
日
ス
ト
ラ
イ
キ 

に
着
手
し
、
漸
次
他
の
地
方
に
も
波
及
し
た
。
而
し
て
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
武
裝
せ
る
警
宫
隊
と
の
衝
突
が
惹
起
さ
れ
、
又
天
貓
合 

宿
が
襲
.擊
を
受
け
、
多
數
の
勞
働
容
が
捕
縛
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ょ
り
も
页
に
慘
虐
で
ぁ
つ
た
の
は
、
北
力
ロ
ラ
イ
ナ
州
マ
リ
オ
ン
に
於 

け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
長
時
間
の
勞
働
と
賃
銀
切
下
げ
に
反
對
し
て
起
つ
た
の
で
ぁ
る
が
、
官
權
の
爲
め
に
六
名
の
死
#
と
一
一
十
名
以 

上
の
負
隰
諸
を
坐
じ
た
。(

B
i
m
b
a
,

ffiistorY.of 

A
m
e
r
i
c
s

 W
o
r
k
i
n
g

 

Class 

M
o
v
e
ment, 

pp. 

293-314 ; 

A
m
e
rican 

L
a
b
o
r

 

Y
e
a
r

 

Book, 

Vol. 

IV., 

pp. 

39-42 ; 

pp. 

193
-
2
0
0 ; vol.V., 

pp. 

9
9
-
1
0
9
; 

V
O
L

 

v
r
l
r
p
p
.

 

1
0
5
-
1
0
9
; 

V
o
l
.
X
.
,

 

pp. 

こ 5
丨1

私2 ;Vol. 

XI., 

pj>. 

1
0
6
-
1
1
6
;

 

Schneider, 

w
o
r
k
e
r
s
Y
c
o
m
m
u
l
i
i
s
t
) Party a

nd 

American 

Trade 

Unions, 

!>p. 

300
- 

tn
9
; La

bor 

Fact 

wook, 

P
D
.
138-142 ; 

pp. 

155-167 
ノ

- 

. 
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最
近
十
卬
間
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ9

勞
働
階
級
運
動 

一
六
0 

(

一
 

六
六
六)

1

九
ニ
ニ
竿
ニ
乃
、
十
六
の
鐵
迸
勞
働
紙
合
の
役
員
が
、
シ
カ
ゴ
に
大
會
を
開
催
し
て「

進
歩
的
政
治
浓
動」

に
關
し
て
討
議
を
な
し 

た

。

出
席
敦
西
ー
一
十
四
名
の
大
部
分
は
、
，
勞

働

組

合

の

代

表

者

で

あ

つ

‘た
が
、『

社
會
鐵』

及
び
.『

農
民
勞
働
m

K

F

i

r
 

Labor 

party
〕

の
代
表
激
も
出
席
し
た
o
,

『

農
段
勞
働
黨』

< 
は
シ
カ
ゴ
を
中
心
地
と
な
し
、|

九
一
1〇
苹
の
大
統
領
選
擧
に
は
一
一
十
六
與
五
千 

票
を
獲
.得
し

た

る

败

黨

で

あ

つ

，た

。

此

次

#
の
目
胸
は
、
勞
働
者
の
單
獨
政
黨
を
鉗
織
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
旣
成
政
黨
の
地
盤
に
立 

て
る
候
補
者
中
、
概
し
て
迆
步
的
に
し
，て
比
較
的
善
皮
な
る
^
を
選
定
し
、
其
當
選
を
圖
る
に
あ
つ
た
。
而
し
て
大
#
は
十
艽
名
の
執 

行
委
員
を
擧
げ
ノ
政
治
運
動
に
關
し
て
農
域
と
都
市
，の
勞
働
漭
と
が
團
結
す
る
第
一
一
段
の
手
段
を
討
議
研
究
す
る
爲
め
に
、
.
一
九.一

ニ
一 

.
 

年
十
二
.月
の
適
常
の
期
日
に
、

-M
に
.次
#
を
開
催
す
る
召
集
狀
を
發
送
す
る
命
令
を
受
け
た
。
と
の
時
に
於
て『

ア
メ
リ
カ
勞
働
黨』

. 

(
w
o
r
k
e
r

气

Party 

of 

A
m
e
r
i
c
a
)

と

『

勞
働
組
合
敎
育
聯
合』

(
T
r
a
d
e

 

U
n
i
o
n

 s
n
c
s
o
n
a
l

 

u
n
i
o
n
)

と
は
單
Ta
改
®t
の
耍
求
を 

祸
げ
、『

社
' #

黨』

は
旣
に
こ
れ
を
賢
行
に
移
し
て
ゐ

た

°『

ア

■
メ

リ

力合
同
被
服
勞
働
豸
1 1
1

合』

、『

國
際
婦
人
服
エ
組
合』

、『

合
同
鑛 

山
勞
働
苕
糾
合』

、『

シ
カ
ゴ
勞
働
聯
合』

.其
他
多
數
の
次
勞
働
組
合
が
、
軍
獨
政
黨
に
賛
成
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
に
勞
働
大
衆
.は
、
非 

常
な
る
興
味
を
以
て『

迆
步
的
政
治
.活
動
#
議』

■の
次
囘
の

.#
合
に
期
待
し
て
焐
た
。
而
し
て
共
産
主
義
客
も
亦
眾
獨
政
：黨
の
耍
求
を_ 

揭
げ
、
こ
れ
に
參
加
す
る
の
決
意
を
布
し
て
.ゐ
，た
。 

.

.

『

進
歩
的
政
治
沾
動
俞
議』

の
第一

I

囘
の
火
會
は
、' I

九」

一
ー
一
年
ょ
o
十一

一
月
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
。
比
大
會
に
.

は

凡

1

ー

百

萬

の

勞

働

者

を

代

表

す

.

.る

多

數

の

勞

働

紐

合

の

代

表

. #
と

、

凡

百

萬

.の

組

合

員

を

贫

す

る

小

數

の

.幾

民

組

合

!0
代

表

者

と

が

. 

別

席

し

た

。

大

- #
は

全

國

的

及

^'
1

際

勞

.1
姐

合

'の

反

動

的

指

導

者

が

指

揮

し

、

地

方

組

合

は

.殆

ん

ど

投

票

權

を

有

せ

ざ

る

有

榡

で

あ

：

.

.

.つ
た
。
而
し
て
資
格
審
赉
委
員
，會
.は
、『

ア
メ
リ
カ
勞
働
黨
1

及
び
'
.
r

rメ
；̂
力
靑
年
勞
働
背
聯
盟』

の
政
策
？:
'
此
大
&

の
■目
的
及
び
主 

.皆
と
相
容
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
其
代
表
者
の
出
席
を
拒
絕
し
た
o
-
.併
し
乍
ら
斯
の
如
き
決
定
を
晃
る
ま
で
に
は
、
.何
れ
も
眾
獨 

政
黨
を
要
求
せ
る
も
，の
な
る
を
以
つ
て
、
幾
分
か
逡
巡
し
時
日
を
空
费
し
た
。
.
而
し
て
此
大
會
は
始
め
ょ
D

旣
成
政
黨
の
遒
具
で
あ
り
、
 

勞
働
衆
の
單
獨
■の
政
治
的
活
動
を
却
つ
.て
害
す
る
が
如
き
行
動
を
，な
し
た
。『

シ
力
ゴ
勞
働
聯
合』

、『

勞
働
被
服
勞
働
盏
組
合i、

S
 

民
努
働
黨』

の
代
表
者
は
剪
氣
を
缺
.き
、
.右
.露
の
颐
使
忆
货
ん
じ
た
0

そ
れ
故
に
彼
等
は
勞
働
黨
の
思
想
を
殺
戮
す
る
；も
の
.で
あ
る
と 

酷
評
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
兎
に
灼
.と
し
て
此『

進
步
的
政
治
活
動
會
議』

は
、
生
產
渚
及
び
消
費
者
の
爲
め
に
、
第

I

に
鐵
道
法
の
改 

.
•正
、
双
^

水
力
、
水
力
m

氣
の
國
_

#

,
を
耍
求
し
、
费
一
に
大
統
領
の
直
接
選
擧
、
第
三
.に
論
會
の
法
律
否
認
の
廢
正
、
第
四
に
：
 

攻
民
金
■

の
.改
善
、
第
五
に
所
得
稅
及
び
相
續
#

の
增
率
、
第
六
に
各
種
の
婦
人
勞
働
保
護
法
の
a

行
等
を
其
綱
領
と
し
て
ゐ
る
。

此
大
會
直
後『

廣
民
努
働
黨』

は
此
運
動
か
ら
脫
退
し
、
，.一
九
二
一
一
一
年
七
月
三
日
、

\
カ
ゴ
.に
總
て
の
勞
働
者
及
び
農
段
の
經
濟
的
、
 

.政
治
的
團
體
に
.對
し
て
全
國
大
會
を
開
观
す
る
通
知
を
發
し
た
0『

勞
.働

(

共
産)

黨』

は
こ
れ
に
賛
成
し
た
が
、『

社
會
黨』

は
共
產 

主
義
.に
反
對
す
る
と
共
に
、『

進
歩
的
政
治
活
動
會
議』

を
支
持
し
た
。
而
し
て『

典
產
黨
.

』

は
此
時
ょ
り
活
燦
な
る
_
爭
を
[5
|
1始
し
た
0 

.
 

『

勞
働
II
I
合
敎
育
聯
盟』

は
勞
働
組
合
の
多
數
の
支
部
に
^

_

_
に
_
す
る
.決
議
を
送
り
，
勞
働
者
の
單
獨
の
政
治
活
動
熱
は
、
各
地 

に
於
て
；K

い
に
#
つ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、
保
守
的
傾
向
を
有
す
る
社
會
主
義
渚
及
び
勞
働
組
合
の
#
部
は
、
決
し
て
默
し
て
居
な
か 

つ
た
0
ゴ

ム

。
ハ
ー

ス

は

『

シ

カ

ゴ

勞

働

聯

合

』

の
，指

導

背

で

あ

り

、

同

時

に

『

農

民

勞

働

黨

』

の
相
®
者
：で
.あ

り

た

る

ジ

ョ

ン

•
フ
ィ
ッ 

ツ

パ

ト

リ

ッ

ク

(John 

Fitzpatrick )

エ
ド

ワ

1

ド
•

工

ヌ
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ノ

ッ

ク

ル
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E

d
w

a
r
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N
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?
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d
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1
ト
-

エ
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バ

ッ
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最
近
十
年
問
に
於
ける

.：

ア
メ
リ
カ
の
勞
働
階
級
述
動 

1

六

ニ

.-C
1

六
六
八)

 

(Robert 

M
.

 

B
u
c
k
)

 .

が
大
會
に
共
産
主
義
者
を
招
待
し
、
彼
の
不
偏
不
黨
政
策
に
反
す
る
.こ
と

で
驚
い
た
。

そ
れ
に
も
枸
ら
ず
豫
记
の
通
り
七
M
l
百

大

會が
！
！

催

せ

ら

れ

、

六

百
.の
代
表
者
が
出
席
し
た
。
併
し
乍
ら
そ
れ
は
生
と
し
て
郡
市 

又
は
地
方
の
勞
働
紕
合
、
勞
働
黨
、
其
他
の
勞
働
调
體
の
代
表
者
ょ
り
成
り
、
大
規
楔
の
^
國
的
勞
働
紐
合
の
代
表
恶
は
思
な
か
っ
た
。 

こ
の
太
#
か
勞
倣
考
又
は
勞
働
渚
と
農
民
の
政
谶
紐
織
に
赞
成
せ
る
と
と
は
常
初
ょ
り
明
か
で
あ
つ
た
。
然
る
に『

勞
農
黨』

の
幹
部 

は

『

ァ
メ
リ
ヵ
勞
働
聯
合』

の
踮
迪
に
稱
へ
な
い
で
、
フ
ィ
ツ
ツ
パ
ト
リ
ツ
ク
の
如
き
は
ホ
き『

勞

肅

』

に
參
加
す
べ
き
こ

と

を

主 

版
し
た
。
こ
れ
は
大
會
の
本
來
の
、王
旨
に
反
す
る
こ
と
で
あ
り
、
投
禦
の
結
艰
五
西
黑
對
四
十
票
を
以
て
、
新
し
き
政
黨
糾
織
：

f

進
行 

す
る
こ
と
と
な
つ
た
°『

合
同
農
_

働
黨』

ハFederated 
F
a
r
m
e
r

 

L
a
b
o
r 

p
a
r
t
y
)

が
と
れ
で
.あ
る
。
此
政
鑛
は
一
切
の
公
共
康
業 

の
_
布

、
勞

働

奔

及

び

農

民

木

.位

の

產

業

の

經

營

を

主

^

と
し

、

社
#

立
法
及
び
農
我
の
爲
め
の
政
綱
と
し
て
は
、

八
時
)!
}

]

勞
働
' 
產

業

曆

、
，最
飫
賃
銀
、
茶
勞
働
廢
止
、
農
民
.の
負
倩
に
對
す
る
五
.ケ
年
間
.の
支
拂
猶
豫
、
地
主
制
度
の
廢
.|
1
-等
、
勞
働
者
及
び
農
托

の
砬
接
の
嬰
求
を
揭
ぐ
る
も
の
で
あ
つ
た
o 

.

• 

•
-

..

.'

.

一
.
.
.」 

-
-

.

 

•

.

.

.

.

，『

合
同
農4

勞
做C

#
』

の
紺
織
に
ょ
り
.て
、职
獨
の
政
治
沽
動
の
反
對
奔
は
.ー
脐
敵
對
行
動
そ
採
る
に
至
っ
た
。『

シ
カ
ゴ
勞
働
聯
合』 

■o
r

s
者
を
も
含
む
此
ー
派
は
、
.新
政
黨
を
北
へ
產
主
雜
の
幽
體
で
あ
る
と
ー
石
ひ
、

又

ア

.メ
:]
)
力
に
^
命
を
起
さ
し
む
る
ボ
ル
シ
ス

ビ

キ 

の
企
圖
で
あ
る
と
も
云
つ
た
。
.彼
等
の
反
對
ば
相
當
の
効
f

.w
し
た
。
新
し
き
政
黨
の
前
途
は
幾
分
I

I

じ
たo

併
し
彼
等
は 

決
し
て
興
氣
を
失
は
ず
鬪
雜
を
續
け
た
0 

:
其
時
州
內
に
於
て
勢
カ
を
有
せ
る
ミ
ネ
：ソ
タ
州
の『
農
^
努
慟
1』

は
'
、

. >

 
九
‘ニ
四
•卜
七
月 

イ

七
H
セ
ン
ト

人

ポ—

'ル
に
全
,
大
會
を

開

き

.、

'次
期
の
火
较
領
選
f
と

条

國

的

政

^

^

^

を

考

慮

す

る

決

心

を

な

し

た

o
'
.
.
.

i

g

-

I

,

in

一
墨i

w
l

M
M

I
i

i
g

i
l

y
m

.，
丨

こ
ォ
とh

s
r

に

T
iL
办

A
政

：̂
:讯
韶

钤

諸』

は
次
期
の

.

大

.
紘

領

選

敬

を

論

諮

す

る

爲

办

に

、

七
パ

四
；；3
.

ク

サ
ー

ダ

ラ

ン

ド

にを 

開
催
し
、
大
鋭
領
候
補
箸
と
し
て
上
院
議
1
ユ

ー

ト
•

エ
ム

*

?

フ
ォ
レ
，
ト
3
0
び
沒

M
.

 

L
a

 

F
l

t
t

o
i

支

持

す

る

讓

が

提

U
 

.

.

せ
ら
れ
彼
も
亦
極
力
此1

派
を
稱
譜
し
た
。
併
し
產
は
勿
■

認
も
亦
彼
に

®

大
な
る
囊
を

M

祁
さ
な
か
つ
た
。

一.方

.
セ

ント
•
ポ

ー

ル
の
#
議
は
出
席
客
が
比
較
的
小
數
で
ぁ
つ
た
が
、『

進
歩
的
政
治
活
動
#
議』

.に
對
す
る
關
係

、
ラ
•
フ
ォ
レ
ッ 

ト
に
對
す
る
態
度
、
穷

證

羅

織

の

.三
つ
の
I

を
討
論
し
、
共
產
生
I

及
び
其
同
情
諸
が
過
I

を
A
め
る
大
t

、
第
一
の 

=
題̂
に
就
て
は
少
1
£戰

釉

を

主

張

し

第

一

一

の

問

題

に

就

て

は

『

農

拔

勞

働

黨

』

に

據

り

、.全
國
委
員
#
の
統
制
に
服
す
る
限
0
ラ• 

フ

•■レ
、
ト
を
支
招
し

&
後
び
|1
0
题
に
就
て
は
努
#
飢
介
に
兆
礎
を
蓝
く
政
»
を
可
と
し
た
0
併
し
乍
ら
策
一
の
要
'求
は『

1
>
旳 

政
治
窮
動
翁
識』

の
反
對
に
會
ひ
、
第
二S

問
題
に
就
て
は『

得
働(

共
產
M

』

の
み
が
證
を
維
持
し
た
。『

ア
メ
リ
ヵ
努
働
骄
合』

- 

『

合
同
被
服
梁
努
働
渚
飢
合』

、『

社
#-
黨』

西
部
諸
州
.の
農
i

働
I

治
ん
ど
總
て
が
、
ラ
•
フ

ォ

レ
ッ
ト
に
妹
方
し
た
。
管

に

選 

樂
i
w
Q給
來
、
彼
は
四
百
八
十
薇
¥

得
た
る
に
過
ぎ
ず
、
當
選
は
^
想
を
許
さ
.ぬ
少
數
で
ぁ
つ
た
。
こ
れ
は
多
く Q

同
志
の
失
望 

を
招
く
こ
と
順
る
大
で
ぁ
つ
た
。
加
之
、
政
治
方
面
に
於
け
る
勞
働
客
の
統
一
を
遺
憾
な
く
發
邮
--
b
た
。

：

一
九〗

ー
七
年
に
於
て
も
同
機
の
反
2
1を
#
び
見
た
;0
.一.九
ニ
四
年
の
選
擧
に
於
て
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
の『

農

努̂
働
黨』

は
反
動
的
ほ 

%

#
が
•ク
ん
ど
こ
れ
.を
破
壞
し
爾
來
彼
等
は
共
產
主
義
を
排
斥
す
る
に
餘
：念
が
な
か
つ
た
0
此
.處
に
は
一
九一

7V
年
の
火
^
領
越
擧 

を
声
?'
/
•故
に
先
立
ち
て
.
先
つ『

资
働(

共
產)

黨』
F
^
v
^
i
^
」
-
W
N
O
(
>
I
n
&
c
a
n
r
b
o
r

.KI
e
a
r
'
B
o
o
k
,
V
O
L

 

IV., 

p
p
.

00
4
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s

i
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 V,

 pp. 

142,’m

 ; 

v
o
l
.
v
n
,

 

§, 2
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5
9

 ; 

V
c
h

 

v
n
r
p
p
.

 1
37.138 ; 

o
n
e
a
】，

A
m
erican 

C
i3
l
m
, pp.
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.
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近
十
雄
問
.に
於
け
る
ア
メ
リ
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の
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働
階
：锬
遝
.動 

i

一

ノ



#

近

十
.年

間

に

於

け

る

K
,

 

メ

リ

力

の

穷

働

階

級

運

動
 

I

六

四

.

(

1
.
六

七

0

〕

 

r
os
r.
1
7
5
 ; 

Biriiba, 
p.p.324-330)

V

九
一

九
年
に

至

る

ま

で

の『

社
會
黨』

(Socialist 

p
a
r
s

の
活
動
に
就
て
は
旣
に
述
ベ
た
こ

と

が

あ
る
。

稿

「

3
丨

ロ
ッ
パ 

戰
爭
と
ア
メ
リ
方
勞
働
階
級」

11
一：
田
®

會

雜

誌

、
.
.
第

一

一

十

六

卷

第

五

號

參

照

)

左
黧
派
が
分
離
し
て『

ア
メ

リ

力
共
產
黨』

(
c
i
m
g
i
s
t

 

Party of A
m
e
r
i
c
a
;
)

が
組
織
せ
ら
れ
た
.る
以
後
の『

社
會
黨』

は
売
全
に
右
黧
の
手
に
歸
し
た
が
、
急
激
に
其
同
志
を
喪
失
し
た
。
而 

し
て
一
九
1
0
年
の
ュ
ュ
1

•
ョ
1
ク
に
於
け
る
大
會
に
於
て
、
大
統
領
選
擧
の
爲
め
に
主
義
及
び
綱
領
の
宣
言
を
な
し
た
。
そ
れ
に 

ょ
れ
ば「

•

. 

•

:
社
會
黨
は
勞
働
者
0 .

政
黨
で
あ
.る
。
.

.

.

•社
會
黨
は
ア
.メ

リ

ヵ

.

の

勞

働

者

が

：、

資

本

家

階

級

か

ら

經

濟

的

、

..政

冶

的^ 

力
を
剝
靡
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
そ
れ
は
彼
等
が
新
し
き
支
配
階
級
と
な
る
爲
め
に
非
ら
ず
し

て

、

總
て
の
.階
級

別

を

.永

久

に

除

去 

す
る
爲
め
で
..あ
る
0
:
:眞
の
勞
働
者
の
政
黨
は
、
產
業
の
完
全
な
る
社
會
化
を
敢
然
と
し
て
要
求
す
る
も
の
で
な
く
し
て
は
な
.ら
ぬ
0.. 

;
:
そ
れ
は
义
敎
育
、
保
健
制
度
の
社
會
化
を
提
案
す
る
。
.
：
：
社
會
主
義
に

轉
化
す
る
.こ
と

は

、

政

治

的

勝
利
の
み

に

て

.ょ

く

窀

戎

.
 

也
ら
れ
る
.も
の
で
は
な
い
。
產
業
の
诉
組
織
は
、
知
識
と
思
處
に
富
む
勞
働
階
級
を
必
要
李
る
。
-
•
.
.
，而
し
て
現
在
のni

常
の
闘

 ̂

は

、

將
來
に
對
す
る
'ょ
き
訓
練
で
あ
ふJ

,

と

述
べ
て
ゐ
る

。

.：

『

社
#
黨』

のT

勞
働
黨』

.
に
對
す
る
態
度
は
、.

1

九11

三
年
五
月」

r
r
.
•ョ
丨
ク
に
.開
催
せ
ら
れ
た
る
大
會
に
於
て
明
か
.に
せ
.ら 

れ
だ
。
.其
目
的
が
勞
働
階級

..

の
共
同
戰
線
の
組
織
に
あ
り
と
す
れ
ば
.、
旣
に
艽
年
前
、
彼
等
の
.企
て
た
る
所
で
あ
り
、
然
ら
ず
し
て
異 

產
主
義
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ー
ナ
ル』

.の
政
策
を
實
行
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
.勞
慟

組

合

の

内

部

に

；粉

#

の

種

を

播

く

も

の
で
あ
る
と
主
張 

し
大
會
に
彼
等
を
招
待
す
るこ

：-V;

を

拒

猶

し

た

。
：
社
：會

黨

Q;

進
步
朐
政
治
活
動
會
議
0
1
,九
ニ

六

年

二

月

の

，
火
.
.の
.席
上

で

、
敎

し.
.

.き
政
黨
の
紐
織
を
提
案
し
た
が
、
容
れ
ら
れ
ざ
り
し
爲
め
に
、
遂
に
こ
れ
と
關
係
を
絕
っ
に
至
っ
た
。

.

;

一
九
一I

六

年

十

十

a

『

社
會
黨』

の
議
長
で
あ
り
且
っ
.
五
囘
に
苴
っ
.て
全
國

選

擧

.に

活

動

せ

る
ユ
1

ジ
ン
•

ビ
.ク
タ—

 
*

デ
ブ 

■ス(
E
u
g
e
n
e

 

Victor D
e
b
s
)
.

が
死
去
む
た
。
葬
儀
は
彼
がj

八
五
艽
年
十
一
月
五
日
誕
座
せ
る
ィ
ン
.デ
ィ
ア
ナ
州
テ
レ
ホ
ー
ト
に
於

.て
行
は
れ
た
。
彼
は
始
め『

機
關
車
火
失
組
合』

：

に
屬
し
、
其
書
記
を
務
め
た
が
、
後
に
こ
.れ

ょ

り

脫

，
退

し

て

.

『

ア
メ 

U
カ

鐡

遒

勞

働 

•奔
紐

合』(
A
m
e
rican 

Railway W
o
r
k
e
r
s
)

を

組

織

し-
一
，八

九

四

年

の

ブ
'ル
マ
ン
工
場
の
ス
ト
ラ
ィ
キ
を
指
導
し
、
六
ケ
月
.の
.苦
役 

に
處
せ
ら
れ
た
。
彼
は
社
#
黨
の
创
立
f

一
 

人
で
あ
り
、
數
種
.の
'刊
行
物
を
主
宰
し
た
。
尙
彼
は
マ
九
一
.八
年
九
：̂
戰
時
探
偵
法
に 

」

觸
れ
て
、
十
竿
の
苦
役
に
處
せ
ら
.れ
.た
が

、

一
九
一
.ニ

年

大

統

領

'
ハ

丨

デ

ィ
ン
グ
に

ょ

り

て

蓋

せ

ら

れ

た

。

.
一

九

ニ

六

年

五

.
月

ビ

ッ

ツ

バ

ー

グ

に

於

け

る

『

社
#

黨』

の
大
會
に
就
て
特
記
す
べ
き
事
件
は
、
ア
メ
リ
カ
が『

國
際
聯
盟』

に
加 

，入
す
べ
き
や
否
や
の
討
議
が
行
は
れ
た
•
.こ
と
で
あ
.
る
。
モ
リ
ス
•
ヒ
ル
キ
ッ
ト

(
M
o
r
r
i
s

 

H
m
q
u
i
t
)

は
こ
れ
に
賛
成
し
、
ビ
ク
タ
丨
丨 

エ
ル
.
バ
ー
ジ
ャ
ー

(
V
i
c
t
o
r

r

E
l

r
)

は
こ
れ
に
反
對
し
た
。
ヒ
ル
キ
.ッ
ト
は
此
政
黨
の
國
際
書
記
で
あ
っ
た
'0

バ
1
ジ
ャ
ー 

.
は
唯
ー
の
下
院
に
於
け
る
社
會
生
義
者
で
あ
っ
た
が
、
不
幸
に
し
て
一
九
ニ
九
年
.八
月
七
日
霜
¥

と
衝
'突
し
た
る
負
傷
が
原
因
と
，な
っ 

:て
死
去
し
.た

。
.
彼

は

一

八

六

〇

年

ニ

 

S

一

十

八

日

オ
i

ス
ト
リ
ヤ
•
ハ
• <

カ
リ
ー
に
，生
れ
、
靑
年
時
代
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
社
會
民 

主C
#

の
組
織
.に
參
沏
し
、

一
九
一
〇
年
下
院
議
員
に
擧
げ
ら
れ
た
o

«

私
*

次

『

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合』

の
大
會
に
於
て
ゴ
ン
パ
ー
ス 

と
.論
耕
し
、
デ
ブ
ス
'の
死
後
：

『

社
#

黨』

の
議
長
に
擧
げ
ら
れ
.た
。
.却

說『

社
會
鐵』

は
ニ
九
ニ
六
年
の
國
會
選
擧
に
於
て
飞
長
文
の 

.
'綱

領

を

，
發

表

し

た

が

.一

九

こ

八

年

に

於

て

も

種

々

の

！
！

.題
に
苴
る
綱
領
を
潑
表
し
た
。
そ
れ
は
自
然
的
富
源
の
公
.育
、
.失
業
效
濟
、

.V.

最
近
十
年
間
に
於
け
.
.る
ア
.メ
リ
力
の
-勞
働
階
級
運
動 

.

H
、
.

五

.
、
一
六
七
.

I 

ノ.



般
'
近
十
苹
問
に

於
け
る

ア

メ

リ

：力

の

勞
働
階
級
運
動 

一
.六

六

(

|.六
ネ
ニ

：

)

勞
働
立
法
、
課
稅
、
司
法
問
題
、
私
刑
廢
止
、
政

治

的

暴

塞

、
信
用
及
び
金
融
、
.農
業
救
濟
及
び
國
際
關
係
に
5

て
ゐ
るo 

龜
的
政
治
議
の
中
心
は
共
產
主
義
考
の
盟
移
■つ
た
。
併
し
乍
ら
彼
等
の
政
蕭
織
は
、
容
易
に
實
現
せ
ら
れ
な
か
つ
た
。
而 

し
てi

九
ニ
ー 

屯
十
二
月
ニ
ユ
ー
•
ョ
ー
ク
に
開
催
せ
ら
れ
た
る『

勞
働
黨1

(
w
o
r
k
e
r
s

 

party).

の
創
立
總
會
は
、

一
切
の
共
鹿
主 

義
f

び

龜

的

社

莖

義

者

を
I

し
て
ゐ
た
。
彼
等
は
ア
メ
リ
カ

の
靈
主
義
を
非
難
し
、
こ
れ
に

反
對
し
て
_

す

る
こ
と
を

黎

し

た

奇

政

f
は

各

嘉

岳
 

一

を

■

す
る
、疆

羅

成

し

、
二

重Q

雪

"
、疆

産

卷

ら
れ
ね
ば
な
.

ら

ぬ
と
述
べ
て
ゐ
る
。1

方
に
於
て
一
九
二
ニ
年
分
衰
微
せ
る『

共

讓

』

は
、
ミ
シ
ガ
ン

州
ブ
リ
ッ

ヂ
マ
ン
に

大
f

l

レ
た 

が
、
此
時
三
十
名
代
の
表
客
が
捕
縛
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
_

六
n七

.：：：

に
f

、

決
走
的
に
解
散
す
る

こ
と
と
な
り
、

.

『

勞
働
黨

』

. 

が
代
つ
て『

共
產
主
義
ィ
ン
タ

1

ナ
シ
ョ
ナ
ル』

の
ア
メ
リ
カ

支
部
と
な
る
篇
つ
た
の
で
あ
る
。 

:
 

i!

勞
U

は
一
九
ご
ニ
年
十
二
月
、
ニ
 

f

ョ
丨
ク
の
第
二
獎
像
に
於
て
、
新p

き
共
産
、疆
綱
領
を
採
採
し
た
。
即

ち

馨

は 

「

被
錄
取
附
級
の
利
I

係
が
含
ま
れ
る
あ
ら
ゆ
る

I

に

參

加

し

」
：…

「

努

馨

の

火

衆

の

權
力
を

發

f

し
む
る
こ
と
に

努
力
す 

I

彼
等
は「

多

數
の
勞
働
f

結
合
せ
し
め
、
S

の
國
蓄
階
級
I

た
ら
し
め

る
こ
i

l

」

の
で
あ
る
。
又
彼
等
は
ア
メ 

リ
カ

グ

复

i
：

級
ヵ
政
结
運
動
の
.み
を
以
つ
て
、
資
本
家
の
搾
取
か
ら
-I

開
放
す
る
こ
と
は
出
來
な

い

と
公

然

と

主

張

す

る

。

然
 

も

彼
等
は「

勞
働
I

Q

政
浪
的
自
f

發
達
せ
し
む
る

爲
め
に
、
蒙

戰

s

:

f
る
こ
と
を
知
ら
し

め
る」

が

故
に
、
1

0

1

に

參

如

す

'
る

。

彼

等

は

ま

た

議

別

勞

働

f

に

勞

馨

が

分

割

f

る

る

は

.、

勞

働

I

進

步

に

非

I

,

る
I

を

な

し

て

.
ゐ

.る

の
 

み

な

ら

す

、

總

て

の

勞

働

妞

合

は

其

政

策

(0
极

本

的

誤

謬

、

即

ち

览

調

龙

義

に

な

ゃ

ま

さ

れ

て

ゐ

る

と

泛

ふ

。

'『

勞

倘

黨

1

ハw
o
r
k
e
r
s
、

F

I

)

は
一
' 
甚

一

五

年

八

月

の

：
ン

ヵ

ゴ

に

.於

け

る

證

囘

大

會

に

於

て

『

勞

働

(

共

產)

黨

』

ハ

ミ
d

も 

(
c
o
m
m
u
m
s
t
)

 

p
a

r
t

y
)

と

改

稱

し

た

。

一

九

一

ニ

.
一

 

示

十

二

月

ょ

り

一

九

.ニ

四

苹

ー

月

に

直

る

第

三

囘

の

大

會

に

於

セ

、

政

黨

に

關

す
 

る

問

題

に

就
て
、
中
央
執
©

求
•
1

'の

問

に

意

見

の

分

裂

を

坐

じ

た

が

、

ウ

ィ

リ

ア

ム

•
ズ

ィ

ー

•
フ

ォ

ス

タ

ー

(
W
i
l
l
i
a
m

 

z
.

 
F
o
s
t
o
r
)

 

を

生

1

と

す

る

一

派
が
多
數
を
卜
ロ
め
、
チ

ャ

ー

ル

ズ

•
ィ

ー

•
ル

ー

ゼ

ン

バ

ー

グ

(

p

p

&

g

 

W

.
内
&

爸

げ

译

的

ノ

が

少

數

胶

を

ヤ

衣

.レ 

户

『

^

ル
^

政
^

^

^

會
記』

に
说
航
せ
る
セ
ン

ト

•

ホ

ー
■ル

の

#

議

と

、

フ

ォ

ス

タ

ー

と

べ

ン

ジ

ャ

ミ

ン

•
ジ

ト

卩

1

(

«

目

^ -
日

5 - 

0|

く〕

を

;|
|
*
:
.副

大

銃

領

補

候

者

に

锻

げ

た

る

選

擧

戰

と

が

、

黨

の

蓝

接

の

注

目

を

惹

い

た

が

、

中
央
執
行
悉
員
#
の

多

數

派

ば

「

五
：
等
 

の
：

ni

的
は
、
農
：y

A
力
働
#
の
_

の
紐
織
に
あ
ら
ず
.し
て

、

『

勞

働

黨』

の

勢

力

の

仲

展

と

發

達

と

に

あ

る

と

、王

張

し

た

。

こ
れ
に
反 

し
て
小
數
派
は
、
^
級
的
農
鉍
と
勞
働
奔
の
政
黨
の
爲
め
に
则
爭
す
る
こ
と
を
、
第
一
の
義
務
に
數
へ
た
。
此
問
題
に
就
て
は
兩
派Q

 

nn
に
激
烈
な
論
爭
が
繰
返
さ
れ
、
結
局
一
九
一
ー
五
年
三
、
四
月
の
モ
ス
n
l

に
：於
け
る
'

『

共
產
半
；義
ィ
ン
；タ
ー
ナ
シ
ョ.
ナ
ル』

の
擴
火 

執
行
悉
M-
#
に
提
議
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た

0
而
し
て
小
數
派
の
.見
解
が
可
決
せ
ら
れ
、
且
つ
兩
派
に
級
爭
を
停
.I
I:
.
す

べ

き

こ

と

を 

强
く
要
求
し
た
。
斯
の
如
き
'都
情
で
あ
つ
た
か
ら
、
前
述
.の
第
四
囘
の
大
龠
に
於
て
は
.：

「

五
#

の
政
黨
は
种
び
宣
傯
機
關
た
る
こ
と
を 

防
止
す
る
時
期
を
脱
し
、
ボ
ル
シ
エ
ビ
キ
化
す
る
時
代
に
入
つ
た
こ
と
.

」

を
生
張
し
、
所

謂「

傅
學
派」

(

{-
*

§
 g

r
o
u
p
)

の
H
和
見
的 

傾
向
を
排
擊
す
る
こ
と
を
聲
明
し
た
。
倚
ほ
此
大
會
に
於
て
、
政
歡
.は
エ

場

細

胞

の

戡

礎

に

ー

洱

飢

織

せ

ら

れ

る

こ

と

と

な

つ

た

0
地
域 

的
支
部
制
度
は『

社
兪
黴』

.の
形
態
で
.あ
.つ
て『

共
產
黨』

'のE

的
に
合
致
し
な
い
。『

共
產
黨』

は
勞
働
者
が
生
沽
を
營
み
搾
取
せ
ら 

れ
、
1
=
!常
_
爭
を
な
す
場
所
、
乃
ち
エ
場
、
職
場
、
鑛
山
に
於
て
組
織
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
，で
あ
る
0
' 
. 

' 

最
近
十
¥
問
に
於
け
る
ア
メ
リ
ヵ
の
勞
働
階
級
迩
勤 

ー

六

ヒ

2

六
七
f
e

.■ 

■:
 

. 

'

.

.

.

'



孽

霄

f

K

l

i

l
霧
 

安

S

ハ
七
四)

♦

惡

大

會

は
一

九
ニ
七
年
八
、
九
月
，一一
r
 
•
ョ
1
ク
に
於
て
開
®

ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
全
土
，
東
西
の
諸
州
か
I

十
名
の
代 

表
者
力
出
1

た

.政
大
會
.の
討
議
の
特
色
.は
、
.
黨
の
組
織
の
鵪|

と
勞 

而
し
て
主
觀 

S

に
客
觀
的
縛
が
不
利
I

に
も
枸
考
前
同
の
大
會
以
後
少
か
ら
ざ
る
發
展
.

1

げ
た
I

f

f

於
て
麗
せ
ら
れ
た
。 

勞
働
政
黨
の
爲
めQ

運
動
、
外
國
生
の
勞
働
者
の
保
證
、
_

の
危
險
、
支
那
及
び
S

.ラ
グ
ァ
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
事

■

勺 

掠
奪
に
對
す
る
反
對
、
勞

攀

議

に

對

す

美

I

令

の

爾

：
サ
ッ
コ
ー
 

•

バ
ン
ゼ
ッ
チ
の
死
刑
に
對
す
る
助
命
運
動
、
パ
セ

ィ

ッ 

ク

市
の
繊
馨
働
者Q

K
t

フ
イ
午
と
'

一一f

T

I

I
縫
關
係
業
勞
働
者
の
？

ラ
イ
キ
と
に
於
て
、

I

主
義
者
は
最
前

ネ
に
定
つ
ナ

I

五M

大
會
は
政
治
的
に
も
又
還
的
に
も
非
常
な
る
進
歩
を
な
し
て
ゐ

.る

.こ
と

が

、

政
黨
の
直
•面

せ

る

遭
中 

に

勞

働

遝

頭

全

般

に

.瓦

る

問

題

の

耿

扱

に

於

て

觅g

さ
れ
たo

:

 

<

1

九
ニ
八
今
に
於
け
る1
勞
働(

共
產
_

 Q:

活
動
は
、
外
に
對
しS
.

7 
メ
リ
力
議
主
義Q

排
擊
と
ソ
ヴ
ィ
ニ

ッ

ト
•
. 

ロ
シ
ア 

の
支
持
、
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
攻
擊
が

あ

り

、

內
に
對
し
て
は

ペ
ン
；
シ
ル
べ
ニ
ア
及
び
オ
ハ
イ
オ

1

兩
州

に

於
.け
る 

炭
坑
ス
ト
ラ
イ
キ
、
婦
人
服
業
、

i

業
裁
縫
業
の
ス
ト
ラ
イ
キ
等
があ
る
。

而
し
て
此
年
の
大
統
領
選
擧
に
對し
て
は
、

三
月
の 

一一{
.
 

T

ク
市
の
大
俞
に
於
て
、
前
同
と
同f

 

,
ス
タ
i

f

 ,

I

I
れ
ぞ
れ
温
大
統
領
纏
衆
に
指
名
し
て露

し

た

。 

次
で1

九
ニ
杂
に
は
ジ
エ

.
イ
•
ラ
ブ
ス
ト
す
ン

5

 L
o
v
e
s
t
l
r

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
‘
ジ
ト

，

1 

?

f

 

Q

I

,

-

f
 h 

ォ
ル
，フ
，
ハw

f
 
3

名
|

)

.及
び
其
同
志
の
..除
名

''『

膚

§

^

0

3

|ば「
€

袋

.

|

、

『

 ̂

v
n
s
n

 

u
n
,
L
e
a
.
g
:
u
e
)

の
紐
織
、
ガ
ス
ト
ニ
ノ
ア
市
の
爭
議
及
？

r

f,
ョ

• r

勞
働c

共
產
、黨』

の
大
會
は
ラ
ブ
ス
ト
ー
ン
等
の
多
數
派
の
指
導
の
卞
に
開
個
せ
ら
れ
た
ひ
然
る
に『

.共
產
，主
1
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ザ
ナ 

ル』

の
執
行
寶
會
か
ら
、
多
數
派
と
小
數
派
の
.兩
奔
に
對
し
て
或
種
の
要
求
が
提
出
せ
ら
れ
た
が
、
ラ
ブ
：ス
ト
ーx

は
■こ
.れ
.を
拒
絕 

し
た
。
典
處
で
ア
メ
リ
力
の
指
導
者
は
モ
ス
コ
ー
に
召
致
せ
ら
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
.多
數
派
は
そ
の
態
度
を
改
め
な
か
つ
たo

そ
れ 

■.故
に『

ア
メ
リ
カ
共
產
激』

の
中
央
委
員
會
は
、
六
月
に
入
つ
.て
厳
然
ラ
ブ
ス
ト
ー
ン
を
除
名
し
、
八
月
觅
に
ジ
ト& 

I
、
ウ
ォ
ル
フ 

及
び
他
の
费
名
な
る
共
産
中
；義
容
浩
干
を
除
名
し
、
十
月
に
は
中
央
委
員
.を
補
充
し
て
陣
容
を
堅
實
に
し
、
ア
>
リ
カ
に
於
け
る
經
豸 

:

的
幷
に
政
治
的
情
勢
と『

共
產
黨』

の
任
務
に
關
す
る
論
說
を
發
表
し
た
。
此
時
除
名
せ
ら
れ
た
る
共
產
主
義
者
は
、
十
一
月
に
至
つ 

..て『

.ア

メ

リ

カ

共

産

主
！！

聯

盟』(
c
o
m
m
u
n
i
s
t

 

L
e
a
g
u
e

 

of 

A
m
e
r
i
c
a
)

を
組
織
し
た
。
こ
の
.團
體
の
進
歩
的
團
體
に
對
す
る
！
度
は
、
 

共
產
黨』

の
態
度
と
F
:反
對
で
あ
つ
た
。
尙
ほ『

勞

働

-;
€』

と
協
同
1
て
活
.動
せ
る
も
の
に『

靑
平
勞
働
者
聯
盟』

(
Y
O
I

名
I

コ 

L
e
a
g
u
e
)

力
あ
る
。
こ
れ
は
靑
年
共
產
、H
-fe
者
の
團
體
で
あ
り
.

『

靑
¥
共
產
、5K
義
ィ
ン
タ
ー
ナ
シm

ナ
ル』

：(Y
o
u
n
g

 

C
o
m
m
u
n
i
s
l

 

International)

の
一
部
を
權
成
し
て
ゐ
る
。(

A
m
e
r
i
c
a
n 

L
a
b
o
r 

Y
ear 

B
o
o
k

 

v
o
l
.
V., 

.pp. 

125.142; 

V
O
L

 

v
l
r

pp. 

2
2
9
,
2
5
7

 ; 

vol. 

V
I
P

 

pp. 

1
1
7
-
1
3
S
;

 

V
o
L

 X
.
1
4
3
-
1
7
4
;

 

Vol. 

x

rpp. 

1
1
7
-
1
4
6
; 

V
o
L

 

x
l
r

pp. 

1
3
9
-
1
7
2 ; 

Bimba, 

pp. 

3
1
5
—3
2
3

 

; 

L
a
b
o
r

 

Fact: Boolcs 

p
p
.
1
9
7

丨2
0
5
V

.
-一
二
.
勞
慟
組
合
運
働

.

.
一
九1

九

弗

ょ

り

一

九

一

三

年

に

至

る

ョ
1
ロ
ッ
パ
戰
爭
後
の
：四
苹
間
は
、
.ア
メ
リ
カ
■勞
働
運
動
史
に
於
け
る
最
大
の
勞
働
粉
爭
の 

最
近
十
苹
間
に
於
け
I

X

リ
カ
め
勞
働
階
級
運
動 

【

六

九

(

ニ
ハ
七



I

n

に
於
.け
る
ァ
メ
リ
ヵ
の
|

還

讓
 

i

 

(

一
 

六
七
六)

取
チ
で
あ
つ
た
。

.而
し
て
此
時
代
は
ま
た
勞
働
階
級
が
慘
敗
を
喚
し
た
る
時
代
で
あ
つ
た
。
唐

に

•は
戰
線

の

統

一

装

在

せ

ず

、
製

鋼
勞
働
f

l

i

l

f

は

靜

殆

ん

ど

一

憂

達

す

る

が

、
彼
等
の
勞
働
|

|

全
に
|

せ

ら

れ

、

ま
た
凡
五
十I

,

以
上
の
坑
夫
m

f

亦
失
は
れ
た
。
こ

れ

等

の

I

袋

れ

q

念

で

f

、
I

ト

ラ
ス
ト
や
都
I

祖
と
抗
讲
し
得
ざ
る
こ
と
集
す
も
の
で
あ
る
と
論
ず
る
f

l

。

旣
に
述
べ
た
る
が
如
く
ア

メ

リ

ヵ

の

勞

零
 

は

旣

成

警

腐

し

、
.
從
つ
て
i

は
I

多
く
I

力
I

!

が
I

な

い

。

震

i

、
證

勞

働

f

の

 

別
の
|

の
十
に
神
|

し
、
合
同
し
て
资
木
家
鍵
f

こ
と
I

求
す
る

。

そ
れ
と
同
時
に
S

I

4

立
し
、
m

獨
の
文 

c

f

飢
織
し
、
以

て

塵
I

び

忘

泛

於

て

、

一
階
級
と
し
て
1

家

0

杭
し
f

f

し

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

然

る

C

诉
 

I

含

す

る

努

u

の
炉
_

が
あ
る
。
ゴ
ン
パ
i

及

び

鐵

.霧

働

紐

合

の

如

き

翌

の

勞

働

紐

合

の

.
街

響
 

は
、
醫

協

調

を
I

し
て
ゐ
る
。
彼

等

は

階

隱
f

霞

し

、
或

は『

全

阈

市

蟁

合』

言

I

 

f

 

n

f

の 

阁
體
を
通
じ
て
资
本
家
階
級
と
關
係
を
結
ん
で
ゐ
.
.る
。 

V 

?

『

ァ
メ
1

8

合』

の
顏

十

I

I

は
一
九
ニ
四
年
十
一
月
テ
キ
サ
ス
州H

 

I

ソ
丨
I

I

が
、
.
此
火
會
I

f

墨

蕾

I

意

I

I

县

i

l

黨

す

I

I

I

着

す

I

I

、
夺

木

屢

f

し
て
資
|

|

、
蕩

章

水

久

に

勞

働

者

と

し

て

止

f

 

I

f

 
o 

f

 

I

筆

I

I

は 

し
な
い
。
.
ス

は

篇

す

る

。
眞

f

勞
f

 

I

:
し

屋

の

黯

I

I

I

P

と

-

I

!

め
I

f

o

l

る
0

ゴ
ン
。ハ
丨
ス
I

大
會
に
於
1

力
勞
働
a

合
I

命
的
性
|

養

し

、
^
鬆

叙

合

.

は
マ
ル
ク
ス
中
：_
の
政
治
學
說
に
倾
倒
し
て
は
思
な
い
。
.彼
等
は
寧
ろ
私
的
叉
は
共
同
的
沿
動
に
依
賴
す
る
各
種
の
機
關
に
多
く
の
興 

味
を
も
ち
、
こ
れ
に
.參
加
せ
ん
と
し
て
ゐ
る」

と
述
べ
て
ゐ
る
。
加
之
、
：産
業
民
主
制
度
は
勞
働
.階
級
の
み
の
カ
に
ょ
り
て
實
現
す
る 

こ
と
は
不
可
能
で
あ
.り
、
都
業
主
の
.授
助

を

必

耍

と

す

る

，
の

で

あ

.る
と
主
張
す
る
。

一
九
ご
四
年
..十
二=

：

十一 ニ
：！！

サ

ム

エ

ル•
ゴ
ン
パ
ー
.ス
が
死
去
し『

合
同
鑛
山
勞
働
盏
級
合』

の
元
の
財
務
書
記
ゥ
ィ
リ
ア
ム 

'
ダ 

リ
ー
ン(

w
m
i
a
m

 

G
r
e
e
n
)

が

其

後

を

襲

っ

た

。

併

し

『

ア

メ

リ

ヵ

勞

働

聯

合

』

の

方

針

に

は

何

等

の

變

化

が

な

か

っ

た

'
.
グ

リ

ー

ン 

は
典
就
仟
當
時
、
政
府
の
{
H史
及
び
資
本
家
ょ
り
歡
迎
を
受
け
た
。
彼
は
組
合
の
最
初
の
執
行
类
員
龠
に
於
て
、
资
本
家
と
'の
，
協

調

の 

.必
要
を
力
說
し
、
又
ハ
ー
、パ
ー
ド
大
學
に
於
け
る
_
演
に
於
て
も
、
同
檨
の
.主
.皆
を
述
べ
.て
ゐ
.る
。
即
ち
彼
は「

相

J5
:
に
理
解
す
れ
ば 

勞
働
と
资
本
と
は
憎
み
合
ふ
こ
と
が
出
來
な
い」

と
云
ひ
、
又

「

勞
働
紐
合
運
励
は
骚
カ
が
最
も
布
效
な
り
し
時
代
を
過
ぎ
た
。
今
は 

邦
指
镍
諧
が
#
議
窺
を
来
め
、
平
和
の
中
に
ー
：切
を
解
決
す
る
時
代
で
.あ
る」

.

.と
承
っ
て
.ゐ
る
0
尙
彼
は
共
產
主
義
運
動
に
.反
對
す
る 

鴆
め
に
は
、
資
本
家
と
共
力
を
辭
し
な
い
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
;!
'
!
:
ハ
後
に
^
け
る
グ
リ
，I
ン
£
ー日1!
)
も
、
こ
れ
難
の
主
張
を
裏
書
し
て 

ゐ
る
。
例
へ
ば
一
九
ニ
七
半
七

月五
！！！

の
勞
働
祭(

L
a
b
o
r

 

D
a
y
〕

に
於
け
る
彼
の
演
說
も
其
.
一
っ
で
あ
る
。..彼
は
資
本
家
と
の
卯
の 

關
係
を
維
持
す
る
に
は
、
7/
:
助
，
理
解
及
び
尊
敬
..を
必
要
と
す
る
と
述
べ
て
ゐ
：る
0 

.

:

.

『

ア
ス
リ
ヵ
勞
働
聯
合』

は
宙
き
職
業
別
勞
働
組
合
の
精
神
を
.維
持
し
、
，彼
等
は
不
熟
練
勞
働
者
の
團
結
又
は
来
組
織
勞
働
渚
の
團
結 

に
多
く
の
力
を
注
が
な
か
っ
た
？
そ
.れ
故
に1

九
一
一
九
年

十
：：！：

ト

ロ

ン

ト

に

於

け

る
.第

四

十九
！
：

大

會

に

於

て

-
南

部

諸

州

の

組

合

運 

励
に
關
し
て
問
題
が
起
っ
た
。
彼
等
が
三
十
啤
間
南
部
諸
州
の
織
維
勞
働
諸
を
顾
み
な
か
っ
た
0
,
そ

れ

故

に

今

や

共

產

主

義

奔

の

跋

扈 

最
近
十
年
問
に
於
け
る
ア
メ
リ
ヵ
の
勞
偏
階
級
诞
動
.

>—
»
.七
*-
*

(

一
六
七
七)

.

.

.

.

.

. 

■ 

• 

.

-

.

.
' 

‘
 

.
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■

' 

、
 

' 

「

r
 

.

:
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' 
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. 

• 
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.

.

.
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.
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.



I

f

於
け
f

 

i

馨

級

i

 

.

5一
 

(

i

八)

I

ひ
、
囊
主
と
政
府
と
s

織
的
i

.

lん
で
ゐ
る
？r

ア
f

慕
 

總

.て

の

貴

族

は

顏

褻

し 

つ
っ
I

と
S

せ

ら
s

o
勿

論

こ

れ

は

大

會

第

て

論

駿

.せ

ら

れ

た

が

、
齡

に

於

て

斯

の

如

き

缺

點

が

全

然

布

在

し

な

い

と

は
 

云
は
れ
な
い
。
.倚『

ア
メ
リ
ヵ
勞
働
聯
合』

麄
成
政
黨
を
支
持
し
、.
爵

の

；
勞

働

政

霉

に

は

反

對

の

意

見

を

有

し

た

。

此

大

會

に

於

て 

も
グ
リ
1
ン
は
時
期
尙
|

理
S

し
て
擧
げ
て
ゐ
る
。
'彼
等
の
共
產
_

に
對
^

0

0

1

)

に
.對
す
る
财
政
的
麓
を
屮
止
す
べ
し
と
云
ふ
問
題
に
こ
れ
を
見
る
と
と
が
出
來
るc

そ
れ
は
一
九
ニ
八
年
の
-一
ュ
1
•
オ 

ル
リ
丨
ン
ズ
の
I

に
現
れ
た
。
此
學
院
.の
院
長
が
共
産
：主
I

で
f

、
且
2

一
人
の
敎
授
は 
一

r 

r
 

:1
ク

の
勞
働
I

 

學

和

グ

顧

卜

で

あ

り

晨

に

於

け

る

議

は

.
『

ア
メ
リ
ヵ
勞
働
聯
合』

の
塞
に
反
す
る
と
主
張
せ
ら
れ
た
。
比

嚼

X
就
て
は
役
’ 

零
な
す
に
管
な
か
つ
た
が
、
彼
等
が
如
何
に
神
經
過
敏
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

I

議
に
於
け
る
革
命
的
分
子
I

破
し
、保
守
的
分
子
を
結
合
せ
し
め
て
こ
れ
を
利
用
す
る
の
が
、何
れ
の
國
に
も
見
る
資
本
家 

I

の
政
策
で
あ
つ
：.た
。
而
し
て
こ
れ
が
爲
め
に
利
用
せ
ら
t

手
段
は
少
く
な
い
。
そ
の
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
最
も
有
力
I

も
の
と 

し

て

は

f

 
ノ
ノ
チ
モ
ア
•
オ
ハ
ィ
オ
1
1
1
!
の

考

案

と

し

て

知

ら

れ

る

.も
の
が
.あ
る
。
こ
れ
は
勞
働
馨
の
-承
認
せ
る
技
師
を
使 

用
し
て
I

I

を
上
げ
、
無
駄
を
？

、
_

費
を
減
じ
、
且
つ
好
ま
し
か
ら
ざ
|

働
者
と
鈕
合
の
規

則

を

驚

す

.
る
協

等
 

あ
つ
た
。
こ
れ
に
ょ
り
て
勞
働
組
合
は
、
' 勞
働
者
に
對
し
て
.親
方
た
る
權
利
を
得
る
こ
と
倉
り
、
能
率
の
低
き
急
を
解
雇
せ
し
む 

ク
丨
至
る
の
で
あ
る
。
此
考
案
は
.一
九
f

 

¥

の
ボ
1
ト

ラ

ン
ド
の
產
に
於
て
5
 
メ
嘈
ヵ
勞
蜃
合

j
-

の
t
認
I

た

o
:

' 

'

I協
調
の
第
二
の
形
f

し
て
は
勞
働
銀
行
が
：
I

O
 

T 

メ

リ

力
に
於
け
I

初

の

勞

働

鋇

行
は
、

一
九

ニ
〇

平

ク

リ

1

プ
ラ
ン

K
1C『

機
關
Il
t

^

^

Hli
l
.
J
C
w

r
o
t
h
e
r
h
o
o
d 

o
f 

Locomotive Mrs^neers)
^

設
立
し
た
o 
其
後
勞
働
銀
行
は
各
4

に
寶 

V 設
立
せ
ら
.：
 

れ
た
’が
、
起
伏
常
な
ら
ざ
る
經
過
を
と
り
、

一
九
三
〇
年
末
に
於
て
は
、
ニ
十m

行
で
六
百
萬
ド
ル
の
資
本
を
擁
し
て
ゐ
る
。
勞
働
組 

合
の
機
關
紙
は
此
事
業
を
熱
心
に
論
じ
て
ゐ
る
が
、
.勞
働
組
合
に
如
何
な
る
影
響
を
齎
し
た
か
を
明
か
，に
し
な
い
。
そ
れ
は
：却
つ
て
組 

合
の
_
落
を
招
く
場
合
が
多
い
。
現
に
前
述
の
謹
車
機
械
工
の
組
合
は
、
'西

バ

ー

ジ
一
一
ャ
州
に
炭
坑
を
購
入
し
、

非

組

合

的

に

帯

業 

を
經
營
し
た
。
此
組
合
の
會
長
ヮ
丨

レ

ン

•
エ
ス
•
ス
ト
1
ン(

名a
r
r
e
n

 

S
.

 

s
t

o
n

e
)

は
其
在
職】

J

十
一
ー
年
に
宜
つ
て
一
度
も
ス
ト
ラ
ィ 

キ
忆
參
加
し
な
か
つ
た
と
沄
は
れ
、
跟
し
て
勞
働
組
合
の
：本
來
の
使
命
を
疋
當
に
理
解
せ
る
や
否
や
を
疑
は
し
め
る
。

'

勞
働
鈒
行
は
紐
合
の
財
政
を
保
障
す
る
か
、
又
は
組
合
員
が
.貯
蓄
.を
な
す
機
關
と
-U
て
設
立
せ
ら
れ
た
と
考
へ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ 

はE

的
で
は
な
い
o.
寧
ろ
勞
働
銀
行
は
勞
働
背
の
鬪
爭
の
機
關
と
な
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
勞
働
銀
行
が
勞
働
組
合
に
代
り
て
资 

本
家
と
戰
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
此
理
想
は
實
現
：せ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
保
守
的
勞
働
組
合
の
途
を
歩
む
.こ
と
が
多
い
。
斯
の
如
く 

し
て
勞
働
銀
行
は
鄭
業
主
に
對
し
て
も
荷
坷
な
る
場
合
が
あ
る
。
被
服
業
に
於
て
社
會
社
が
勞
働
組
合
と
安
協
し
や
ぅ
と
す
る
時
、
金 

融
を
受
け
た
る
銀
行
が
こ
れ
を
欲
し
な
い
爲
め
に
、
ス
ト
ラ
，ィ
キ
を
繼
續
し
な
く
て
は
な
ち
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
此
場
合
に
勞
働
銀
行
と 

取

-j
l
せ
る
も
の
と
す
れ
ば
鄯
情
は
全
く
異
で
あ
ら
ぅ
。
-
0
の
如
く
し
て
前
述
の『

機
關
車
機
«
エ
組
八
ロ

』

，
の

銀

行0
頭

取

は「

罾

.ホ

家 

と
な
る
と
と
が
出
來
る
時
に
' 
誰
人
が
ボ
ル
.シ
工
ビ
キ
に
な
ら
ぅ
か
。
我
：々
は
油
と
水
.を
混
合
せ
し
め
る
龙
法
を
.示
し
、
资
本
と
勞
働 

を
協
調
せ
し
め
る
方
法
を
示
し
た
o
.
:

:濃

エ

は

自

ら

資

本

家

と

な

る

の

で

，あ
：る

.

j 

.と

.
®つ
：て

ゐ

る-0
こ

れ

は

勞

働

銀

行

の

眞

面

目 

を
物
語
る
も
の
で
あ
.る
;0
、
 

.

. 

'
最
近
十
午
間
に
け
於
る
ア
メ
リ
ヵ
の
：勞
働
階
：級
運
動
. 

j

七
^

X
I

六
'七
九y



十
平
間
に
於
け
る

.ア
メ
リ
カ

.の

.f
階
級
■
動

.

•

'
 

l

i

三

i

l

l

l

l
翼

I

動

の

初

期

に

於

て

は

、
相

I

又
は

I

g

j

h

y
し

た

i

f

なs
。

K

メ

リ

星

る

。

I

產

醫

I

な

重

ひ

.，
|

を
保

|

る

必

耍

が

益

々
大

參

、

I

I

の

保

險

的

職

分

は

小

參

、
興

の

勞

働

紐

合

と

I
 

i
つ
た
も
の

^■ 

2

i
l'
t

に
ョ

1 1
ロ
.
.
,
I
餐

本

家

の

攻

選

雷

り

、
鈕

合

員

が

減

ず

る

に

及

び

、
多

數

の

指

馨

は

紐

合

の

保

險

的

職

分 

l l
t
 

n

た
。

こ
れ
は
勞
働

I

极

本

l

l

i
ず

I

I

。
勞

働

I

I

は
、
勞

働

紐

合

の

蓮
 

力

参

I

資

.本

家

s

f
考

へ

ら

れ

る

危

|

|

そ
れ

f

 

f
ず
一
'九

g

年

の

『

ア

メ

リ

I

I
合』

■の
テ
キ
サ
ス 

u
l

r

 

"

ソ

1
に
於
け

i

±

l

會

I

f

 

i

l
而

f

れ

1

1

8

1

、

I

I

l

i

!

だ

• 

, 

0
。
，

)

力I
九
.

1

1

、
六
S

ド
I

拂
込
.の
资
本
金
を
以
て
f

保
險
、
 

I

I

好
し
、

現
在
.七
州
及
び
コ

ロ
ン
ビ
I

に
於
て
業
を
許
さ
れ
て
ゐ
る

。
.

『

合
同
協
同
生
I

s

 

L

, 

H

»
0
0 

I

f

 

f

 

i

:
 

A
S
S
0
C
1
I
3

は

i

九
ニ
四
年
以
來
、
最
古
の
勞
働
者
の
經
營
せ
る
保
險
龠
社
と
し

.て
現

h

J I
C

H

i
て
ゐ
る
。

i

一
九
一
I

以

來『

ア
メ 
1

8

霞

'I

る

.譽

實

现

し

た

の

I

て
、
靈

全
 

養

I

!

は
I

部
I

し
、

I

式
i

f

 

i

l

 

I

九
一
一
六
年

!

l

 
i

i

 

O
O
0ょ
息

っ

た

も

の

で

ぁ

る

。

-

'

/ 

H

を
、f

す

る
勞
働
紐
合
の
指
導

f

、

平

f

 

|
.
.

戰
_

的

精

神

に

抑

管
加

へ

る
。

ス
ト
ラ
イ
キ

U

H

 

'

と

彼

等

は

確

信

す

る

。

こ

れ

に

依

f t
す

る

の

は

極

め

そ

：稀

な

.る

場

合

に

R

ら

れ

る

と

彼

等

は

主

張

す

る

o

fr
の

如

き

抑

艰

政

策

ょ

り

®

々
ス
ト
ラ
イ

キ

破
.壤
の
行
動
.に
出

る

こ

と

が

あ

る

。

：

一
.
九

一

一

三

年

五

月

一

日
マ

サ

チ

ユ

ー

セ

ッ

ツ

州

ブ

ロ

ッ

ク

ト

ン

の
製
靴
勞
儆
奔
が 

®
銀
維
持
の
爲
め
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
し
た
。
此
.ス
ト
ラ
イ
キ
は
間
も
な
く
同
様
の
琪
情
に
あ
り
た
る
勞
働
者
に
傅
播
し
て
、
殆
ん
ど 

ニ
萬
入
を
含
む
に
至
つ
た
。
此

時『

製
靴
勞
働
#
組
合』

(
Boot 

and 

S
h
o
e workers- 

u
n
i
o
n
)

は
一
切
の
.爭
議
を
調
停
機
關
に
掛 

け
る
協
妃
を
固
守
し
、
公
然
と
ス
ト
ラ
イ
キ
破
壤
の
爲
.め
に
資
本
家
及
び
政
府
と
協
力
し
た
。
同
年 
一

I

ユ

ー

•
ヨ

ー

ク

市

の

印

刷

工

も 

賃
銀
値
下
に
反
對
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
し
、
爲
め
に
新
聞
が
休
刊
す
る
に
至
つ
た
。
此
時『

ブ
'レ
ッ
ス
メ
ン
紐
合』

(punting .Press 

menls 

u
n
i
o
n
)

の
會
長
ジ
ョ
ー
ジ
•

エ
ル

V
、

へ

リ

ー

(
Ge
o
r
g
e

 

L. 

perry
)

は
傭
主
を
援
助
し
、
多
數
の
ス
ト
ラ
イ
キ
破
壊
^
を
他
の 

都
市
ょ
り
迎
べ
、

二
 

r

eョ
ー
ク
の
支
部
を
除
名
し
、
遂
に
印
刷
工
を
大
敗
せ
し
め
た
。
又
此
前
¥
十
一m

：

に
は
べ
ン
シ
ル
べ
.二
ア
州 

ビ
ス
ト
ン
の
坑
夫
が
琪
業
主
の
協
宛
違
反
の
爲
め
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
し
た
。
此

時『

合
同
鑛
|.
/
.
1
勞
働
渚
紐
合』

の
支
部
'長
は
、
此
ス 

ト

ラ

イ

キ

を

不

法

な

り

士

し

て

復

業

を

命

じ

た

。

北
ハ
後
に
於
て
も
一
一

ユ1
.
ョ
ー

ク
市
に
於
け
る
一
九
一
一
.
六

年

の

時

計

職

工

の

ス

ト

ラ

イ 

キ
、
ニ
九
ニ
七
平
の
毛
皮
職
エ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
.何

れ

，も

組

合

の

指

缂

者

が

.都
業
主
及
び
政
府
に
公
然
と
味
方
.し
て
、
彼
等
の
戰
闕 

.的
團
體
を
粉
碎
.せ
し
め
た
。
此
遨
に
は
指
導
渚
達
の
志
操
に
關
す
る
非
難
す
ベ
き

問
題
も
な
く
は
な
い
が
、
:I
-
tハ
极
本
は
努
働
赀
族
を
生 

み
た
る
ア
メ
リ
カ
の
^
業
上
の
餘
剩
利
潤
に
あ
る
。(Bimba, 

S
. 34

1
-
3
5
1
;
Ame

r
i
c
a
n 

L
a
b
o
r

 Y
e
a
r

 

Book, 

vol. 

IV., 

pp. 

1
1
9
-
1
3
9
;

 

V
o
L

 

V., 

pp. 

47-64; 

pp. 

2
3
3
-
2
4
4
;

 

vol. 

v
l
r

pp. 

83-97; 

pp. 

3
2
3
-
3
3
0
;

 

vol. 

VIII., 

p
p
'
1
72-174 ; 

vol. 

x
f
p
p
.

 

1
1
3
-
1
2
1
;

 

p. 

2
2
9
;

 

V
o
l
.

x
r p

p
.

 

5
7
-
6
9

 ; 
w
p
.1

9
7
-
1
9
9

 ;

ベ0
1
.
X
I
I
:

 

P
P
.
6
O0
-
O0
1;

p
p
.

 

2
4
2
-
2
4
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最
^
十
¥
問
に
.於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
勞
傭
階
級
}1
-
動 

> 

1.

七

六

>

く」
II) 

々
し
乍
ら
ァ
メ
リ
力
の
勞
働
組
合
の
總
て
が
斯
の
如
き
協
調
主
義
.を
取
り
、
總
て
の
指
鐵
者
が
，腐
敗
せ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
o* 

少
數
の
併
し
乍
ら
有
力
な
る
左
翼
が
存
在
し
たC

其
第
一
に

擧
ぐ
べ
き
も
の
は『

勞
働
組
合
敎
育
聯
盟』

;^
1

? c
n
i
o
n

 

E
d
u
c
a
t
f

 

L
e
a
g
u
e
)

で
、
こ
れ
は一
九
！
1
0年
十
一
月
組
織
せ
ら
れ
た
0
此
國
體
.は
ゥ
ィ
”
ア
ム
.
ズ
ィ
！

フ
ォ
孓
 

p

o

f

) 

に
ょ
り
て
一
九
一
六
年
組
織
せ
ら
れ
、
翌

一
九
一
七
年
分
裂
し
t

.
 
3

際
勞
働
組
合
敎
育
聯
盟』

.(International

-'T
r
a
d
e

 

u

f
 

g

l

i

l
 

L
e
a
g
u
e
)

の
後
身
で
t

、
ま
た」

九
ニ
ー
I

『

北
ア
メ
リ
カ
•
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
聯
盟』

-

I

I

.
 

o
f

 

N
o
r
t
h

 

Ame
r
i
c
a
)

 

Q

系
統
を
も
繼
承
し
て
ゐ
る
0
此

團

體

が

翌

の

翌

年

一

一

月

發

表

せ

る

主

義

及

び

綱

領

に

ょ

兮

、 

「

此
園
體
は
•
•：
.資
本
と
勞
働
と
の
利
害
關
係
の
調
和
に
關
す
る
囈I

日
を
主
張
せ
ず
、
資
本
主
義
の
徹
廢
及
び
勞
働
者
共
和
國
の 

.

連
設
の
終
局
の
目
的
を
弘
布
せ
し
め
、
勞
働
者
の
理
想
主
義
及
び
精
力
を
解
放
せ
し
め
ん
と
す
る
9
此
團
體
は
職
業
別
勞
働
紐
合 

.

の
代
り
に
產
業
別
勞
働
观
合
に
赞
成
す
る
。
職
業
別
勞
働
組
合
は
資
本
主
義
の
初
期
.に
於
て
は
有
用
で
あ
っ
た
が
、
今
や
完
全
に 

時

代

遲

れ

の

も

の

，
と

な

っ

た

°
資
本
家
の
：大
同
團
結
に
直
面
せ
る
勞
.働
者
は
、
彼
等
の
階
級
を
結
合
す
る
必
要
が
あ
る
。
然
ら
ざ 

れ
ば
減
亡
の
外
な
い
。
多
數
の
職
箭
勞
働
龃
合
は
、
種
々
の
產
業
別
勞
働
組
合
-—

-金
餳
業
、
鐵
道
業
、
被
服
業
、
建
築
業
等 

に

そ

れ

ぐ
一
イ
つ
I

に
合
同
し
な
く
て
は
な
ら
ぬo

此
團
儒
‘は
、
又
ア
メ
リ
カ
.の
勞
働
者
を
他
の
諸
國
の
戰
鬪
的
勞
働
組
合 

負
と
協
力
せ
し
む
る
こ
と
を
同
的
と
す
る
。
•:.
.そ
れ
は
又『

赤
色
勞
働
組
合
イ
ン
タ
ー
ナ
シn.

ナ
ル』

.

(
R
e
d

 

Jntesational of 

,

H
rade u

n
i
o
n
s
)

と
し
て
知
ら
れ
た
る
戰
闘
的
國
際
勞
働
組
合
速
動
に
加
盟
す
る
こ
と
を
勸
齿
す
る」

o 

.
次
に
-^
織
^

^

肩̂
題
に
就
ャ
ポ
左
^
如
く
雜
べ
イ
ゐ
.る
.。
乃
ち
此
1
體
.は
加
盟
者
.を
她
方
別
及
び
產
業
別
の
7 

7っ
に
分
っ
0
各
都
.，

市
に
は
地
方
總
グ
ル
ー
ブ
が
'あ
り
、
各
種
產
業
別
に
分
れ
る
。
而
し
て
金
國
通
信
書
記
を
通
じ
て
、
總
て
の
地
方
.f.

グ
ル
ー
ブ
が
相
五 

に
連
絡
を
保
ち
、
こ
れ
と
同
檨
に
地
方
產
業
敎
育
グ
ル
ー
ブ
も
亦
、
淦
國
的
に
各
產
業
相
玄
の
連
絡
を
保
つ
の
で
あ
る
。
而
し
て
實
際 

に
於
て
は
、.
十
四
の
產
業
部
£
:が
數
へ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
全
國
は
、
東
部
、
中
部
、
西
部
の一

一

t

つ
に
區
分
せ
ら
れ
、
此
外
力
ナ
ダ
と
メ 

キ
シ
コ
と
.が
加
は
つ
て
五
區
分
を

な

し
て
ゐ
る
。『

勞
働
紐
合
敎
育
聯
盟』

は
勞
働
組
合
で
は
な
い
。
こ
れ
は
全
勞
働
組
合
運
動
內
に
於 

け
る
進
歩
的
革
命
的
分
子
を
非
公
式
に
結
合
し
、
組
合
大
衆
の
中
心
と
な
り
て
、
■
こ
れ
等
の
も
の
が
其
本
來
の
職
分
を
行
ふ
に
資
す
る 

の
で
あ
る
0

こ
れ
は1

1
M組
合
で
は
な
v>
0
こ
れ
は
勞
働
耝
合
に
代
る
も
の
に
非
ら
ず
し
て
こ
れ
を
助
成
す
る
も
.の
で
あ
る
。

『

勞
働
組
合
敎
育
聯
盟』

の
第1

囘
全
國
大
會
は
、

一
九
二
一
ー
苹
八
月
シ
カ
ゴ
に
開
催
せ
ら
れ
、
合
衆
國
及
び
カ
ナ
.ダ
の
工
業
中
心
地 

ょ
り
四
十
五
名
：

Q

代
表
者
が
集
つ
.た
。
此
大
#

數
£

1

に
、
中
心
人
物
た
り
し
共
產
主
義
者
が
抓
縛
.せ
ら
れ
、
會
議
中
に
も
官
憲
0

® 

迪
が
あ
つ
た
.に
も
拘
ら
ず
、.
勞
働
組
合
の
官
僚
化
を
非
雛
し
、
叉
不
偏
不
黨Q

政
治
政
策
を
非
難
し
、
取
獨
の
勞
働
階
級
の
政
治
沿
動 

の
爲
め
に
窬
_

す
る
こ
と
を
誓
.つ
.た

.0

此
第
1

冏
大
會
に
於
て
は
、
各
職
業
別
.の
沿
動
の
計
！§

が
免
め
ら
れ
、
取
に
二
舣
的
宣
言
の
共
上
 

礎
^

宛
め
た
る
の
み
な
ら
ず
、
興
體
的
硏
究
の
，恶
磯
を
宛
め
た
。

：

『

勞
働
組
合
敎
育
聯
盟』

Q

主
な
る
檩
語
の一

つ
を
な
十
職
業
別
勞
働
紐
合
の
合
同
は
、
直
に
全
國
に
反
響
を
生
じ
た
。

一
九
ニ
ニ
年 

の
勞
働
锻
議
の
經
驗
は
職
業
別
勞
働
組
合
の
無
用
な
る
こ
と
を
敎
へ
、
彼
等
が
何
等
(0
勢
カ
を
荷
せ
：ざ
る
こ
と
を
示
し
た
0
反
動
的
指 

德
容
は
勿
論
こ
れ
に
反
對
し
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
少
か
ら
ざ
る
組
合
の
合
同
が
行
は
れ
た
o

.
第
一
一
の
檩
語
は
取
獨
政
治
.沿

動

で

あ

つ 

た
が
、
■こ
れ
に
就
て
.は『

勞
働
齟
合
敎
育
聯
盟』

は

『

勞
_
3s
i

)

m

l
と

協

力

：し

て

、
勞

働

組

合

に

港

礎

：を

遛

く

包

括

的

勞

働

黧

の 

最
近
十
郎
問
に
：於
け
；
ア
メ
リ
カ
の
勢
働
階
极
：運
動 

j

七

七

(

一
六
八
三)



最
近
十
苹
問
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
勞
働
階
級
運
動
，
. 

ー

ヒ

八

2

六
k

d

 

紙
織
を
援
助
す
る
I

に
着
手
し
た
。
而
.し
て
第
三€

問
題
は
非
馨
員
の
組
織
に
關
す
f

の
で
.あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
、
勞 

働
鈕
合
に
加
入
せ
る
勞
働
容
は
僅
少
な
る
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
紐
合
に
加
入
し
得
る
勞
働
客
三
千
萬
.屮
、
實
際
加
入
せ
る
も
の
は
四
百 

萬
に
過
ぎ
な
い
。
保
守
的
指
镍
密
は
大
衆
を
組
織
し
や
ぅ
と
し
な
.い
。
そ
れ
故
に
此
饪
務
は
左
繁
努
働
飢
合
に
淺
さ
れ
た
。

左
翼
勞
働
妞
合
の
活
動
に
就
て
は
ぐ
新
聞
、
資
本
家
、
保
守
的
勞
働
組
合
の
#

部
は
、
其
#

在
を
無
視
し
て
ゐ
た
が
、

一
九I

一
 

1

ニ
年
. 

H
i

月

『

シ
カ
ゴ
努
働
聯
合』

が
合
同
に
赞
成
の
決
_

を
な
す
に
.至
り
、
彼
等
を
驚
倒
せ
し
め
た
。
ゴ
ン
パ
ー
ス
は
-I
L

-

M主
義
容
の
沽
動 

に
沈
默
を
守
る
能
は
ざ
る
こ
と
を
述
べ
、k

ら

に『

勞
.働
組
合
敎
育
聯
盟』

等
に
對
す
る
政
衆
を
議
し
、
又

『

努
働(

共
產〕

黨』

に
對 

す
る
非
難
も
盛
ん
と
な
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
各
地
に
於
て
左
認
の
沾
動
が
具
體
化
し
た
0

例
へ
ば
一
さ 

一
一
一
一
/-
ヰ

の

シ

カ

ゴ

に

於

け
 

る
左
现
減
逍
勞
働
紐
合
を
鈕
織
す
る
會
議
に
は
、
全
國
十
六
の
鐵
遒
勞
働
紐
合
が
盡
く
非
公
式
に
代
表
渚
を
送
り
、
同
年
の
ビ
ッ
ツ
バ
'

. 

1
ダ
に
於
け
る
進
歩
的
坑
夫
の
龠
議
に
は
、
十
二
の
合
同
鑛
山
勞
働
奔
組
合
の
地
方
部
が
代
表
者
を
送
っ
た
。

『

勞
働
，紐
合
敎
育
聯
M』

の
第1； |

囘
太
會
は
、、

一
九
二
三
苹
九
パ
シ
カ
ゴ
に
於
て
！！
偶
せ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
及
び
カ
ナ
ダ
の
九
十
の 

都
市
か
ら
代
表
紫
が
出
席
し
た
。
過
去
に
於
け
る
此
麗
の
活
動
は
誠
に
麗
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、

此

鑫

に

於

てg

び
因
的
と 

組
織
に
關
す
る
宣
言
を
繰
返
し
た
。『

努
働
組
合
敎
育
聯
盟』

も
不
偏
'不
黨
の
大
衆
を
惹
附
る
に
十
分
で
な
い
と
、

一

九
ニ
六
年
ニ
月
ょ
、
 

り
三
月
に
瓦
り
モ
ス

コ
ー
に

開
催
せ
ら
れ
た

る

『

共
產
主
義
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ

ル』
の
_

大

執

行

委

員

#
は
.聲
明
し
た

;°
そ
れ
は

|1
1

に
多
數
の
も
の
.
を
包
括
す
る
ょ
ぅ
に
#

.

»
織
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
义
そ
.
れ
は
會
社
組
合
を
破
.壞
し
、
勞
慟
猶
合
を
紐
織
す
る
と
沄
ふ 

標
語
に
.力
を
置
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
•—
•

九】

一
六
年
に
は
栽
経
業
關
係
に
其
主
カ
^
注
ぃ
だ
0-

此

方

面

に

於

，
て

は

共

產

，
王

，

義
t

及
び
:1
1

ハ
密
接
な
る
同
情
^
が
、

ニ
ュ
1

1

ョ
ー

ク

とシ
力
ゴ

と

.
'
に

於

て

ニ
個
の
M

合
グ
ル
一
ブ
を
支
配
し
て
ゐ
た
。
你
ー\

ュ
ー
•
ョ 

1
ク
に
於
け
る
毛
皮
業
及
び
婦
人
服
製
造
業
に
於
け
る
ス
ト
ラ
ィ
キ
は
被

等
の
支
配
す
る
所
で
あ
つ
た
。

左
認
勞
働
組
合
運
動
の
勃
興
に
對
し
て
、
沈
默
を
守
る
こ
と
が
出
來
な
く
な
つ
た
勞
働
妞
合
の
.措
^
渚
は
、
恐
沛
、
廊
迆
の
時
代
を 

作
る
に
至
つ
炎
。
彼
等
は『

勞
働
組
合
敎
育
聯
盟』

及

び『

勞
働(

共
產
滅』

は
现
在
の
職
業
別
勞
働
組
合
の
破
壞
をEI

的
と
す
る
も 

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
屬
す
る
人
々
は
勞
働
組
合
に
止
る
こ
と
を
.許
さ
な
い
と
し
て
、
除
名
政
策
を
執
る
に
至
つ
た
。
こ
の
政
策
は 

シ
ヵ
ゴ
に
於
て『

國
際
婦
人
服
製
造
エ
組
合』

の
最
も
活
動
せ
る
_
士
.數
名
が
、

一
九
ニ
七
年
三
H
紐
合
か
ら
追
放
せ
ら
れ
た
る
に
始 

る
。
而
し
て
役
員
遝
擧
に
際
し
て
左
翼
派
は
差
別
待
遇
を
せ
ら
れ
た
る
に
も
拘
ら
ず
.、

一
九
ニ
四
年
五
：
の
全
國
大
僉
に
於
て
十
六
名 

の
共
產
主
義
盏
と
其
同
情
#
と
が
選
出
せ
ら
れ
た
。
と
れ
に
對
し
て
反
励
派
は
、
i

組
合
の
敵
な
り
と
し
て
彼
等
を
大
會
ょ
り
追
放 

し
た
。
ま

た『

固
際
毛
皮
勞
働
渚
組
合』

に
於
て
は
岡
士
と
戰
ふ
.爲
め
に
暴
漢
を
.傭
入
れ
、
多
く
の
も
の
が
醫
療
を
必
要
と
す
る
ま
セ 

毆
打
せ
ら
れ
た
。『

ア
メ
リ
ヵ
勞
働
聯
合』

に
於
て
も
追
放
が
行
は
れ
た
。
乃
ち
ー
九
こ
三
年
の
大
_龠
に
於
け
る
代
表
者
ゥ
ィ
リ
ア
ム
* 

エ
.フ
•
ダ

ン

(William 

F. 

D
u
n
n
e
)

が

『

勞
働(

共產
；}

m』

の
.中
央
執
行
袭
員
で
あ
つ
た
の
で
、
こ
れ
を
除
名
し
た
0.

『

合
同
被
服
勞
働
者
組
合』

.

Q

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ヤ
に
於
け
る
一
九
ニ
四
年
五
月
の
大
龠
に
於
て
は
、
左
翼
と
布
芻
と
は
典
勢
力
を
等 

し
く
し
て
ゐ
た
。
其
處
で
會
長
ヒ
ル
マ
ン
は
中
立
を
說
へ
、
彼
の
要
求
す
る
所
は
統
一
で
あ
、る
，
と

主

張

し

て
.切
拔
け
た
。
併
し
乍
ら
大 

會
が
終
る
や
态
や
友
翼
の
脈
迪
を
圆
り
、

一
九1

一
五
年
に
は
最
も
極
端
に
達
し
た
。

二
1
1
•ョ

ー

ク

に

於

て

は

個

人

が

，除

名

せ

ら

れ

た
 

る
の
み
な
ら
ず
、
第
五
地
方
支
部
全
部
が
砰
組
織
を
命
ぜ
.ら
れ
た
。
：

.
 

.

最
近
十

¥
間
に
於
け
る
：ア
.
.メリ
ヵ

2
勞

働

階

級

運

.
動

 

j

七

九

.

(

一

六

八

^

ノ



,

近
l

i

る
ァ
メ
リ
カ
i

 

一
八
o
 

2

六

八

六

)

『

合
同
鑛
山
勞
働
者
馨』

の
總
讓
會
は
、
總
て
の
地
方
支
部
及
び
組
合
員
が
革
命
的
綱
領
を
有
す
る
國
I

員
f

關
係
す
る
こ 

I

禁
じ
た
。
然
る
I

ナ
ダ
の
支
部
が

『

赤
色
勞
働
組
合
イ
ン
タ
丨
ナ
シ
ョ
ナ
ど

.

1
加
す
る
I

を
な
し
た

。
.こ
れ
'に
對
し

て
 

I

l

f

ン
•
エ
ル
i

イ
ス
は
決
議
の
取
消
を
命
じ
た
。
然
る
に
其
I

支
部
は
、
製
鋼
業Q

K

ト
ラ
イ
キ
に
同
情
し
て
.. 

ス
ト
ラ
イ
キ
を
な
し
た

.の
で
、
リ
ユ
イ
ス
は
支
部
の
役

I

解
任
し
、
へ
こ
れ
等
の
も
の
を
騷
擾
罪
と
し
て
投
獄
す
る
こ
と
に
力
を
貸
し
. 

、た
。
此
外
カ
ン
サ
ス
州
に
於
け
る
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
丨

•
ホ
ワ
1
ト

(

H

” 

5

1

)

の
指
線
す
る
支
部
に
對
し

て

も

、

S

S
 

歷
I

加

へ
ら
れ
た
。 

： 

：
'
■
, 

.
.

.

『

國
際
婦
人
服
露
產
合』

に
於
け
る
勝
：廹
政
策
は
.一
九
#

:
年
其
顶
上
に
達
し
た
。

u

 

f

ヨ
丨
ク
I

大
支
部
及
び『

外

套

製
 

仏

工

貧

曾

#』

は
其
役
I

璧
主
義
者
を
雷
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
.反
動
派
は
直
に
證

を

加

へ
た
が
、
結
局
一
一
ー
ヶ
月

0
苦 

證
後
彼
等
の
政
策
は
中
止
せ
ら
る
る
外
な
か
つ
た
。一

九
ニ
六
年
•七
月
ニ
ぐ
f

ク
の
外
套
及
び
盛
飾
衣
I

エ
が
ス
ト
ラ
イ
キ 

を
爲
し
た
。.
そ
れ
は
賃
S

値
上
と
四
十
時
間
勞
餘
を
要
求
し
、
共
産
主
義
者
の
支
配
せ
.る

ス

ト

ラ

イ

キ

.で

ぁ

つ

た

P

勞

 

的
精
神
を
發
邮
し
、
篇

大

衆

議

を

起

し

、
.多
數
の
努
働
者
が
捕
縛
塞
た
。
羞

議

は

一

九

二

八
年
六
1

四

十

二

時

ぶ
 

努
働
を
行
ひ
、
■

一
 

温

四

十

時

麗

管

行

ふ
I

と
、
賃
f

f

ル
乃
至
九
I

.値

上

す

る

せ

I

 

.
た
。
此
晶
の
後
間
も
な
く
、
合
同
委
I

に
於
け
る
右
f

輩

義

荽

、び
左
f

の
間
に
内
I

盛
ん
と
な
1

こ

れ

と

篇

I

情

が

『

毛

皮

努

働

者

I

』

に

も

發

生

し

た

。

一

九

ニ

六

年

二

月

ニ 

r

‘

ヨ

I

ク
I

て

ス

ト

ラ

イ

牛

が

行

は

れ

、 

霞

容

の

完

全

な

I

利

を

以

ク

て

終

つ

た

o :

ア

メ

リ

カ

奮

運

動

史

I

て
i

あ
る
。
然
る
に
此
ス
ト
ラ
イ
キ
の
勝
利
に
對
し
て
反
動
派
は
恐
怖
を
懷
き
、
極
力
指
堞
t

の
不
利
益
を
圖
つ
た

。

彼
等
は
旣
に
栽
練
業 

關
係
の
左
翼
の
勝
利
に
ょ
り
て
、
協
調
主
義
の
破
滅
を
自
覺
す
べ
き
で
あ
つ
た
。
然
も
尙
彼
等
の
政
策
を
維
持
す
る
爲
め
に
、
公

然

と
. 

琪
業
主
及
び
政
府
と
も
搌
手
す
る
こ
と
を
敢
て
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に『

勞
働
鈕
合
敎
育
聯
盟』

の
後
繼
諧
と
し
て
ー
九
ニ
九
苹
八
月
タ
リ
ー
ブ

ラ

ン
ド
に
於
て『

勞
働
組
合
統
一
聯
盟』
H
P
S- 

U
n
i
o
n

 

U
n
i
t
y

 

L
e
a
g
u
e
)

が
飢
織
せ
ら
れ
た
°

此
團
體
の
沾
励
に
就
て
は
旣
に
論
及
し
.た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
勞
働
姐
合
の
#

在
せ
ざ 

る
か
又
は
無
氣
カ
な
る
產
業
に
於
て
、
取
命
的
產
業
別
勞
働
紐
合
の
組
織
を
促
進
す
る
こ
と
をE

的
と
し
、
大
衆
の
蓝
接
行
動
に
ょ
つ 

て
十
1-
1
き
努
働
組
合
を
合
同
せ
し
め
る
こ
と
に
努
カ
し
、『

ソ
ヴ
ィH

ッ
ト
聯
合』

を
支
持
し
、
帝
國
虫
義
戰
雜
を
絕
滅
せ
し
む
る
こ
と
に 

努
力
す
る
。
書
記
補
ジ
ャ
ッ
ク
•
ス
タ
ッ
ケ

，ル
Q

I
 s

t
a
c
h
e
l
)

の
言
葉
に
.ょ
れ
ば『

勞
働
組
合
銃一

聯
盟』

は
階
級
岡(

♦
の
主
義
の 

上
に
雜
立
せ
ら
れ
、
資
本
主
義
を
微
廢
し
、
こ
れ
に
代
る
に
社
#
、壬

義

的

形

態

の

，社

會

を

以

て

す

る

園

體

，で

あ

る

。

こ

れ

は

『

赤

笆

勞 

.働
組
合
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

』

に
加
盟
し『

合
衆
國
共
產
m

J

と
共
に
政
治
_
淨
を
な
し『

ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
聯
合』

支
持
の
爲
め
に 

戰
ふ
。
加
ふ
る
に
熒
働
時
|1
|
]短
縮
、
賃
銀
値
上
を
耍
求
し
、
又
ス
ビ
ー
ド
ア
ッ
ブ
制
度
反
對
の
爲
め
.に
も
戰
ふ
の
で
あ
.つ
た
。
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